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AXIS M7001 ユーザーズマニュアル
安全のために

本製品を安全にご利用頂くために、以下の事項を必ず守ってください。 これらの事項が守られていない場合、感電、けが、火
災、 故障などの原因になり ます。

表示の意味は以下のとおりです。 内容をよ く理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

取り扱いについて

警告 !
データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

重要 :
操作上の損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などによ り死亡や大けがなど人身事故の原因とな り ます。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によ りけがをした り、データや通信の消失、物的

損害の発生する可能性があ り ます。

警告
万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト から抜いて販売店にご連絡くださ

い。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト から抜いて販売店にご連絡ください。

そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。す

ぐに電源アダプタ本体をコンセン トから抜き、煙が出な くなるのを確認して販売店に修理をご依頼くだ

さい。お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。

万一、本装置を落と した り、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコンセン トから抜いて、販売店

にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用する と火

災・感電の原因とな り ます。

警告
本装置に水が入ったり しないよ う、またぬら さないよ うにご注意ください。火災、感電、故障の原因とな り

ます。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コ ップ、化粧品、薬品や水などの入った容器または小さな金属物を置

かないでください。こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原因とな り ます。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないでください。火災、感電、故障の原因となり ます。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部に触れる と火傷、感電、故障

の原因となり ます。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意
移動させる場合は、電源アダプタをコンセン トから抜き、回線コードなど外部の接続線をはずしたこ とを

確認の上、行ってください。コードが傷つき火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。
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安全のために
電源について

設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセン トから抜いて行ってください。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の原因とな り ます。

電源アダプタはコンセン トに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラグ）の刃に金属などが触れ

る と火災・感電の原因とな り ます。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因とな り ます。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因とな り ます。

電源コードを傷つけた り、破損した り、加工した り、無理にまげた り、ねじった り しないでください。重い

ものをのせたり、加熱した り、引っ張ったりする と電源コードが破損し、火災、感電の原因になり ます。

近くに雷が発生したと きは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用をお控え ください。雷に

よっては火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意
電源アダプタを抜く と きは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいて ください。電源コードを引っ張る と

コードが傷ついて火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感電の原因となる こ とがあ

り ます。

注意
直射日光の当たる と ころや温度の高いと ころに置かないでください。内部の温度が上がり、火災の原因

となるこ とがあ り ます。

湿気やほこ りの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因となるこ とがあ り ます。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるよ う な場所には置かないでください。火災、感電、故障の

原因となるこ とがあ り ます。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちた り、倒れた り して、けがの

原因となるこ とがあ り ます。

振動、衝撃の多い場所に置かないでください。落ちた り、倒れた り して、けがの原因となる こ とがあ り ま

す。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないで ください。変色、変形、変質や故障の原

因とな り ます。

静電気集塵型化学ぞう きんは絶対に使わないでください。故障の原因とな り ます。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセン ト に付着しているゴ ミ、ホコ リ等を取り除いて く

ださい。
3



AXIS M7001 ユーザーズマニュアル
このマニュアルについて

このマニュアルは、 製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） バージ ョ ン 5.02 以降を搭載した AXIS M7001 ビデオエンコーダ

（以下、 ビデオエンコーダ） をご利用の管理者またはユーザを対象と しています。 このマニュアルには、 お使いのネッ ト ワー
ク上でビデオエンコーダの設定、 管理を行うための手順が含まれています。

必要に応じて、 内容を更新したマニュアルをアクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社 （以下、 Axis） のホームページで公開

するこ とがあ り ます。

知的財産所有権

Axis Communications AB は、 このマニュアルに記載されている製品で具体化された技術に関連する知的財産所有権を保有し

ています。 これらの知的所財産有権は、 Axis の Web サイ ト （http://www.axis.com/patent.htm） に記載されている 1 つまた

は複数の特許、 または、 米国およびその他の国における 1 つまたは複数の追加特許、 および特許申請中のアプリ ケーシ ョ ン

を含んでいる場合があ り ます。

本製品にはライセンスされたサードパーティ製のソフ ト ウェアが含まれています。詳しい情報については、本製品の内部 Web
ページ （［Setup］ - ［About］） をご覧ください。

本製品には、 Apple Computer, Inc. の Apple Public Source License 2.0 （http://www.opensource.apple.com/apsl/） に基づく

ソースコードが含まれています。 ソースコードを必要と される場合は、 次の URL を参照してください。
http://developer.apple.com/darwin/projects/bonjour/

法律上の注意事項

ビデオ監視は法律によって禁止されている場合があ り、 その内容は国によって異な り ます。 本製品を監視用途でご利用にな
る前に、 ご利用頂く地域の法律を確認して ください。

本製品には H.264 デコーダライセンスが 1 つ含まれています。 追加ライセンスのご購入については、 Axis 製品の販売店にお

問い合わせください。

電波に関する適合性 （EMC）

本装置は無線周波数を発生、 使用、 放射するため、 指示通りにインス トールおよび使用されていない場合は、 無線通信に有
害な混信を招く恐れがあ り ます。 ただし、 特定のインス トールにおいて妨害が生じないという保証はあ り ません。

本装置がラジオおよびテレビ受信機に対して有害な混信を招き、 本装置の電源の入 / 切を行う こ とによって本装置が原因で

ある と確認できた場合は、 次の 1 つまたはそれ以上の措置に従って混信を正すよ うにして ください ： 受信アンテナの方向を

修正または再配置を行う。 本装置と受信機の間隔を広げる。 本装置を、 受信機が接続されているものとは異なる電源に接続
する。 販売店または経験を積んだラジオ / テレビ技術者に相談する。 EMC 基準への準拠を満たすには、 本装置と と もにシー

ルド付きツイス トペア （STP） ネッ ト ワークケーブルを使用する必要があ り ます。

米国 -This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B computing device pursuant to 
Subpart B of Part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against such interference when 
operated in a commercial environment. Operation of this equipment in a residential area is likely to cause interference, in 
which case the user at his/her own expense will be required to take whatever measures may be required to correct the 
interference. 

カナダ -This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

欧州 - This digital equipment fulfills the requirements for radiated emission according to limit B of EN55022, and the 
requirements for immunity according to EN55024 residential, commercial, and light industry.

日本 -この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づく ク ラス B 情報装置です。 この装置は、

家庭環境で使用するこ とを目的と していますが、 この装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使用される と、 受信障
害を引き起こすこ とがあ り ます。 取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

豪州 -This electronic device meets the requirements of the Radio communications (Electromagnetic Compatibility) Standard 
AS/NZS CISPR22. 

その他使用上のご注意

ビデオエンコーダは、 インス トールガイ ドおよびユーザーズマニュアルの手順にしたがって使用して ください。 ビデオエン
コーダにはユーザが独自に交換、 または使用したりできる部品は含まれていません。 ビデオエンコーダの部品を交換したり、
改造した り した場合、 適用されている規制および認可の適合性は保証されません。

責任

Axis は、 このマニュアルの技術的、 印刷上の誤りについて、 一切の責任を負いません。 また Axis は、 予告なく製品やマニュ

アルの記載内容に対して変更、修正を行う こ とがあ り、将来にわたるいかなる約束を表明するものではあ り ません。 Axis は、

Axis 製品およびソフ ト ウェアの使用の結果に生じた、 偶発的な損害および間接的な損害、 またこれらに付随する事業上の利

益の損失、 データの喪失、 その他使用に起因して生じるいかなる損害に対しても責任を負いません。 Axis は、 このマニュア

ルに含まれる記述、 製品の商業価値および製品の特定用途に対する適合性について、 明示的また黙示的な保証を一切いたし
ません。
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このマニュアルについて
商標

Apple, Boa, Bonjour, Ethernet, Linux, Microsoft, Mozilla, Netscape Navigator, Real, QuickTime, UNIX, Windows, WWW は各

社の登録商標です。JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における米国Sun Microsystems
Inc. の商標または登録商標です。

UPnP は、 UPnPTM Implementers Corporation （UIC） の商標です。 Bonjour は、 Apple Computer Inc. の商標です。

AXIS COMMUNICATIONS、 AXIS、 ETRAX、 ARTPEC、 VAPIX は、 スウェーデンおよびその他の国で登録された Axis AB の登

録商標です。 その他、 記載の社名、 商品名などは、 各社の商標または登録商標です。 記載の内容は予告なく変更するこ とが
あ り ます。

サポートサービス

インターネッ トがご利用になれる場合は、 技術サポート情報、 更新された製品ソフ ト ウェア （ファームウェア）、 ユーティ リ
ティ ソフ ト ウェア、 会社情報など、 Aixs のホームページ （http://www.axiscom.co.jp/） からご覧頂けます。

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っており ますが、 不正確な記述や脱落、 乱丁または落丁を見つけられた場合は、
info@axiscom.co.jp までご連絡ください。

RoHS 指令

本製品は、 欧州 RoHS 指令 （2002/95/EC） および中国 RoHS 指令 （ACPEIP） に準拠しています。

WEEE Directive

The European Union has enacted a Directive 2002/96/EC on Waste Electrical and Electronic Equipment (WEEE
Directive). This directive is applicable in the European Union member states.

The WEEE marking on this product (see right) or its documentation indicates that the product must not be disposed of
together with household waste. To prevent possible harm to human health and/or the environment, the product must be
disposed of in an approved and environmentally safe recycling process. For further information on how to dispose of this
product correctly, contact the product supplier, or the local authority responsible for waste disposal in your area. 

Business users should contact the product supplier for information on how to dispose of this product correctly. This product
should not be mixed with other commercial waste.

AXIS M7001 ユーザーズマニュアル  第 1 版 （R1.4）

Copyright© アクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社、 2009 2009 年 9 月発行
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製品の概要
製品の概要

このマニュアルは、AXIS M7001 ビデオエンコーダ （以下、 ビデオエンコーダ） について説明しています。

主な特徴

• コンパク トで費用対効果の高いソリューシ ョ ン

AXIS M7001 は手のひらサイズ、シンプルなデザインのお求めやすいビデオエンコーダです。少数または多数のアナロ

グカメラを IP ベースのシステムに簡単かつ低コストで統合するためのソリューシ ョ ンを提供します。

• フルフレームレートによる画像配信

最大 D1 （720x480） 解像度の画像をフルフレームレートで配信することができます。

• H.264 と Motion JPEG の同時利用

H.264 および Motion JPEG の 2 スト リームを、 最大解像度でフルフレームレートで同時に配信することができます。

• パン / チルト / ズームサポート

パン /チルト /ズームカメラやパン /チルト /ズームドームカメ ラをコン ト ロールするためのRS-422/485 インターフェ

イスを備えています。

• Power over Ethernet
AXIS M7001 は PoE （Power over Ethernet） に対応。 AXIS M7001 SURVEILLANCE KIT に付属のコバート （小型） カ メ

ラに電力を供給することができます。
9



AXIS M7001 ユーザーズマニュアル
製品の概要

インディケータ

注意 ：

インディケータは常に消灯させることができます。 詳し くは、 52 ページ 「インディケータ - LED」 を参照して ください。

名称 色 説明

Network （NET） 緑色 100Mbps ネッ トワークに接続されています。緑色で点滅してネッ トワークアクテ ィビテ ィ

を示します。

オレンジ色 10Mbps ネッ トワークに接続されています。 オレンジ色で点滅してネッ トワークアクテ ィ

ビテ ィ を示します。

消灯 ネッ トワークに接続されていません。

Status （STAT） 緑色 正常動作時に、 緑色で点灯します。

オレンジ色 ビデオエンコーダの起動中、 工場出荷時の状態へのリセッ ト中にオレンジ色で点灯しま

す。

赤色 低速で赤色で点滅している場合は、ファームウェアのアップグレードが正し く行われてい

ません。 リカバリーを行って く ださい （詳し くは、 57 ページ 「リカバリーの手順」 を参

照して ください）。

Power （PWR） 緑色 正常に動作しています。

オレンジ色 ファームウェアのアップグレードを行っている間、 緑とオレンジ色で交互に点滅します。

RS-422/RS-485
コネクタ

インディケータ
（PWR、 STAT、 NET）

2.5mm Tele plug コネクタ

BNC コネクタ

75 オーム
終端スイッチ

コン ト ロールボタン

ネッ トワークコネクタ （PoE、 Class 2）

底面ラベルには、 製品番号 （P/N） とシリアル
番号 （S/N） が記載されています。
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ビデオエンコーダのセッ トアップ

ビデオエンコーダの設置

ビデオエンコーダの設置方法については、 製品に付属しているインス トールガイ ドを参照してください。

その他の IP アドレスの設定方法

ネッ ト ワーク上でビデオエンコーダにアクセスできるよ うにするには、まず IP アドレスを設定する必要があ り

ます。 Windows 環境では、 AXIS IP Utility または AXIS Camera Management をご使用ください。 これらは

無償のソフ ト ウェアで、 製品に付属の CD に収録されています。 また、 Axis のホームページからダウンロード

してご利用いただけます。

AXIS IP Utility または AXIS Camera Management を利用した IP アドレスの設定方法については、製品に付

属のインス トールガイ ドを参照してください。

ビデオエンコーダの IP アドレスの設定には、 以下の方法を使用するこ と もできます。

UPnP について

ビデオエンコーダはデフォルトで UPnPTM が有効に設定されています。お使いのコンピュータ （Windows XP）
で UPnP が利用できる状態になっている場合、 ビデオエンコーダが自動的に検出され、 コンピュータの ［マイ

ネッ ト ワーク］ にアイコンが追加されます。 このアイコンをク リ ッ クする と、 ビデオエンコーダにアクセスす
るこ とができます。

ビデオエンコーダは、設定を行う コンピュータ と同じネッ ト ワークセグメン ト （物理サブネッ ト ） にインス トー

ルする必要があ り ます。

Bonjour

Bonjour はネッ ト ワーク上に接続されている AXIS M7001 を自動的に検出します。 Safari ブラウザを起動し、

メニューから 「ブッ クマーク」 - 「すべてのブッ クマークを表示」 をク リ ッ ク します。 開いたウ ィ ン ド ウから

「コレクシ ョ ン」 - 「Bonjour」 をク リ ッ クする と、 ウ ィ ンド ウ右にお使いのビデオエンコーダが表示されます。

項目をク リ ッ ク してビデオエンコーダの Web ページが開いたら、 14 ページを参照して管理者用のパスワード

を設定してください。

ビデオエンコーダは、設定を行う コンピュータ と同じネッ ト ワークセグメン ト （物理サブネッ ト ） にインス トー
ルする必要があ り ます。

arp コマンド と ping コマンドを利用する （Windows 環境）

以下の手順にしたがって、 arp コマンド と ping コマンドを利用して IP アドレスを設定してください。

1. ビデオエンコーダに設定する未使用の IP アドレスをネッ ト ワーク管理者から入手します （お使いのコ

ンピュータ と同じサブネッ トに属する IP アドレスを設定して ください）。

2. ビデオエンコーダの底面ラベルに記載されているシ リ アル番号 （S/N） を書き留めます。

オペレーティ ングシステム インストール方法

Windows 11 ページ 「UPnP について」 （Windows XP のみ）

11 ページ 「arp コマンド と ping コマンドを利用する （Windows 環境）」

13 ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用した初期設定」

Mac OS X 
（10.4 以降）

11 ページ 「Bonjour」
12 ページ 「arp コマンド と ping コマンドを利用する （Mac OS X/UNIX/Linux 環境）」

13 ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用した初期設定」

UPnP をお使いのコンピュータにインストールするには、 Windows の ［スタート］ メニューから ［コン ト ロー

ルパネル］ - ［プログラムの追加と削除］ を選択して く ださい。 ［Windows コンポーネン トの追加と削除］ を

ク リ ッ ク し、 一覧からネッ トワークサービスを選択して ［詳細］ をク リ ッ ク します。 ［ネッ トワークサービ

ス］ ウィ ンドウの一覧からユニバーサルプラグアンドプレイにチェ ックを付けて ［OK］ をク リ ックします。
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3. ビデオエンコーダをネッ ト ワークに接続して ください。

4. DOS 窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開いて以下のコマンドを実行します。 シ リ ア

ル番号は 2 桁ずつハイフン （-） で区切って入力して ください。 また、 ping コマンドの 「-l」 は L の

小文字ですので注意してください。

5. ネッ ト ワークケーブルを一旦取り外してから接続し直して、 ビデオエンコーダの電源をオフ / オンします。

6. しばら くする と、 DOS 窓に Reply from 192.168.0.125... のよ うなメ ッセージが表示されます。

7. Ctrl キーと C キーを同時に押して ping を終了します。

8. Web ブラウザを起動し、 ［場所 / アドレス］ フ ィールドにビデオエンコーダに設定した IP アドレスを入力

して ［Enter］ キーを押します。

9. 14 ページ 「パスワードの設定」 を参照して、 管理者用のパスワードを設定してください。

10. AMC （AXIS Media Control） のインス トールを促すセキュ リティ警告の画面が表示されます。 ［はい］ を

ク リ ッ ク して ください。 AMC について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」

を参照して ください。

11. インス トールが完了しました。 続いて、 19 ページ 「ビデオエンコーダを使用する」 に進んでください。

注意 ：

arp/ping コマンドによる IP アドレスの設定は、 ビデオエンコーダの電源投入後 2 分以内に行って ください。

arp コマンド と ping コマンドを利用する （Mac OS X/UNIX/Linux 環境）

以下の手順にしたがって、 arp コマンド と ping コマンドを利用して IP アドレスを設定してください。

1. ビデオエンコーダに設定する未使用の IP アドレスをネッ ト ワーク管理者から入手します。

2. ビデオエンコーダの底面ラベルに記載されているシ リ アル番号 （S/N） を書き留めます。

3. ビデオエンコーダをネッ ト ワークに接続して ください。

4. シェルウ ィンド ウを開いて以下のコマンドを実行します。シ リ アル番号は 2 桁ずつコロン （:） で区切っ

て入力して ください。

5. ネッ ト ワークケーブルを一旦取り外してから接続し直して、 ビデオエンコーダの電源をオフ / オンします。

6. しばら くする と、 シェルウ ィンド ウに 416 bytes from 192.168.0.125... のよ うなメ ッセージが表示

されます。

7. Web ブラウザを起動し、 ［アドレス］ フ ィールドにビデオエンコーダに設定した IP アドレスを入力して

［Enter］ キーを押します。

8. 14 ページ 「パスワードの設定」 を参照して、 管理者用のパスワードを設定してください。

9. インス トールが完了しました。 続いて、 19 ページ 「ビデオエンコーダを使用する」 に進んでください。

注意 ：

arp/ping コマンドによる IP アドレスの設定は、 ビデオエンコーダの電源投入後 2 分以内に行って ください。

構文 ：

arp -s ビデオエンコーダの IP アドレス シ リ アル番号

ping -l 408 -t ビデオエンコーダの IP アドレス

例 ：

arp -s 192.168.0.125 00-40-8c-18-10-00
ping -l 408 -t 192.168.0.125

構文 ：

arp -s ビデオエンコーダの IP アドレス シ リ アル番号 temp
ping -s 408 ビデオエンコーダの IP アドレス

例 ：

arp -s 192.168.0.125 00:40:8c:18:10:00 temp
ping -s 408 192.168.0.125
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AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用した初期設定

AXIS Internet Dynamic DNS サービスは、 お使いのローカルネッ ト ワークやインターネッ ト上でビデオエン

コーダを利用できるよ うにする方法を提供します。AXIS Internet Dynamic DNS サービスに登録する と、 ビデ

オエンコーダにアクセスするための URL （Web アドレス） が付与されます。 また、 サービスの利用はいつでも

停止するこ とができます。

AXIS Internet Dynamic DNS サービスのご利用は無料です。 AXIS Internet Dynamic DNS サービスの詳細に

ついては、 www.axiscam.net をご覧ください。

利用要件

AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用して以下の手順で初期設定を行う場合、 以下の環境が必要になり
ます。

• ネッ ト ワーク上で DHCP サーバが利用できる。

• HTTP アクセスにプロキシサーバを必要と しないインターネッ ト接続環境がある。

重要！

1. ビデオエンコーダがネッ ト ワークに接続され、 電源が入っているこ とを確認します。

2. 60 秒程そのまま待ちます。 ビデオエンコーダのコン ト ロールボタン （9 ページ 「機能と名称」 を参照） を

1 回押します。

3. インターネッ トに接続できるコンピュータから http://www.axiscam.net/ にアクセスします。続いて AXIS
Internet Dynamic DNS サービスの ト ップページで、 右上のメニューで言語を日本語に切り替えてから、 画

面下の記入欄にお使いのビデオエンコーダのシ リ アル番号を入力して ［進む］ をク リ ッ ク します。

4. 「Terms of Service」 （利用規約） が表示されます。 画面下の ［I agree］ （同意する） をク リ ッ ク します。

5. 画面上にローカルアクセス用のド メ イン名が表示されますので、 メモをして ください （このド メ イン名は
インターネッ ト経由でビデオエンコーダにアクセスするためには利用できません。 インターネッ ト経由で
アクセスする際に利用できる ド メ イン名を取得するには、 引き続き 13 ページの手順を行ってください）。

6. Web ブラウザを起動し、 AXIS Internet Dynamic DNS サービスで取得したローカルアクセス用のド メ イン

名を ［アドレス / 場所］ フ ィールドに入力して Enter キーを押します。

7. 14 ページ 「パスワードの設定」 を参照して、 管理者用のパスワードを設定してください。

8. AMC （AXIS Media Control） のインス トールを促すセキュ リティ警告の画面が表示されます。 ［はい］ を

ク リ ッ ク して ください。 AMC について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」

を参照して ください。

9. インス トールが完了しました。 以上の手順で、 ローカルネッ ト ワークからビデオエンコーダにアクセスで
きるよ うにな り ました。 ビデオエンコーダをインターネッ トに公開するには、 さ らに設定が必要です。 詳
し くは、 下記の 「インターネッ トからビデオエンコーダにアクセスする」 を参照してください。

インターネッ トからビデオエンコーダにアクセスする

ページ 「AXIS Internet Dynamic DNS サービスを利用した初期設定」 の手順を行う こ とでインス トールが完了
する と、 ローカルネッ ト ワーク上のコンピュータからビデオエンコーダにアクセスできるよ うにな り ます。 イ
ンターネッ ト を経由してビデオエンコーダにアクセスするためには、引き続きAXIS Internet Dynamic DNSサー
ビスの登録画面で以下の登録を行ってください。

1. ［ド メ イン名を登録する］ ボタンをク リ ッ ク します。

AXIS Internet Dynamic DNS サービスにアクセスすると、お使いのビデオエンコーダの情報（IP アドレス、ファー

ムウェアバージ ョ ン、製品の種類、シリアル番号） が送信されます。個人情報が送信されることはありません。

シリアル番号 （MAC アドレス） は、 AXIS M7001 の底面ラベルに記載されています。
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AXIS M7001 ユーザーズマニュアル
2. ログイン情報と して、Axis の Web サイ トに登録済みのメールアドレス とパスワードを入力して ［送信］ を

ク リ ッ ク します。

3. ［設定］ をク リ ッ ク します。

4. 表示されている情報を確認した上で、 ［設定を保存する］ をク リ ッ ク します。 必要があれば、 サブド メ イン
名を変更します。

以上の操作で、インターネッ ト上からアクセスするこ とのできる ド メ イン名の登録が完了しました。次に、AXIS
M7001 の設定を次の様に変更します。

5. Web ブラウザを起動し、ビデオエンコーダのローカルアクセス用のド メ イン名を ［アドレス / 場所］ フ ィー

ルドに入力して Enter キーを押します。

6. ［Setup］ リ ンクをク リ ッ ク します。

7. ［Basic Setup］ -［TCP/IP］ をク リ ッ ク し、Services 欄の AXIS Internet Dynamic DNS Service の［Settings］
ボタンをク リ ッ ク します。

8. Enable automatic updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service オプシ ョ ンにチェッ クを入れます。

9. Enable regular updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service オプシ ョ ンにチェッ クを入れ、

［Interval in hours between updates］ 欄にビデオエンコーダが Axis DDNS サーバの情報を更新する間隔

を入力します （単位 ： 時）。

10. ［OK］ をク リ ッ ク します。

登録したド メイン名を削除する

AXIS Internet Dynamic DNSサービスに登録したド メ イン名を削除していつでもサービスの利用を停止するこ

とができます。 Web ブラウザを起動してビデオエンコーダのセッ ト アップツールにアクセスし （ ［Setup］ -
［System Options］-［Network］-［TCP/IP］）、Services 欄の Axis Internet Dynamic DNS service の［Settings...］
を ク リ ッ ク します。 新し く開いたウ ィ ン ド ウで ［Remove］ ボタンをク リ ッ ク してド メ イン名を削除します。

［OK］ をク リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じてください。

パスワードの設定

製品にアクセスするには、 まず管理者 （root） 用のパスワードを設定する必要があ り ます。 パスワードの設定

は、 ビデオエンコーダに初めてアクセスした際に表示される設定画面で行う こ とができます。

管理者用パスワードの設定を安全に行うために、 HTTPS を利用するこ とができます。 HTTPS を利用する場合

は、 15 ページ 「HTTPS 接続を利用してパスワードを設定する」 を参照して ください。

注意 ：

• HTTPS （Hypertext Transfer Protocol over SSL） はブラウザとサーバ間のト ラフ ィ ックを暗号化するためのプ
ロ ト コルです。 HTTPS 証明書は暗号化された情報の受け渡しをコン ト ロールします。

• デフォルトの管理者ユーザ （root） は削除することはできません。

• パスワードを忘れてしまった場合は、 ビデオエンコーダを工場出荷時の状態にリセッ トする必要があります。
詳し くは、 55 ページ 「工場出荷時の状態にリセッ トする」 を参照して ください。

Axis の Web サイ トでユーザ登録を行ったことが無い場合は、［ユーザ登録］ をクリ ッ クして登録を行って く ださ

い。

インターネッ ト側からビデオエンコーダにアクセスするには、 さらにブロードバンドルータにポート フォワー

ディ ングの設定をする必要があります。 設定について詳し くは、 お使いのブロードバンドルータのマニュアル

を参照して ください。また、AXIS Internet Dynamic DNSサービス（www.axiscam.net）の FAQ ページをご覧ください。
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1. ビデオエンコーダの内部 Web ページに初めてアクセスする

と、 パスワードの設定画面が表示されます。

2. ［Password］ フ ィールドにパスワードを入力します。 確認の

ため、 ［Confirm password］ フ ィールドに同じパスワードを

入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

3. ビデオエンコーダへのログオン画面が表示されます。 ユーザ
名に root と入力します。

4. 手順 2 で設定したパスワードを入力して ［OK］ をク リ ッ ク

し ます。 パスワード を忘れてしまった場合は、 ビデオエン
コーダを工場出荷時の状態にリセッ トする必要があ り ます。

5. AMC （AXIS Media Control） をインス トールする画面が表

示された場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク してインス トールを行ってください。 AMC のインス トールを実行す

るには、 インス トールするコンピュータに管理者権限を持つユーザでログオンしている必要があ り ます。

6. ビデオエンコーダの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 19 ページ 「ビデオエンコーダを使用

する」 に進んでください。

HTTPS 接続を利用してパスワードを設定する

下記の手順にしたがって、 HTTPS 接続を利用したパスワードの設定を行ってください。

1. ［Create self-signed certificate］ ボタンをク リ ッ ク します。

2. 自己署名証明書の作成画面が表示されます。 必要な情報を入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。 証明書の作

成状況を示すウ ィンド ウが表示されます。

3. 証明書の作成が終了した後は、ブラウザのメ ッセージにしたがって HTTPS 証明書をインス トールしてくだ

さい。

4. Web ブラウザを再起動してから、 HTTPS でビデオエンコーダにアクセスします （https:// ビデオエンコー

ダの IP アドレスまたはホス ト名 / という書式でアドレスを入力します）。 この時点で、 ビデオエンコーダ

との ト ラフ ィ ッ クの暗号化が開始されます。

5. パスワードの設定画面が表示されます。 ［Password］ フ ィールドにパスワードを入力します。 確認のため、

［Confirm Password］ フ ィールドに同じパスワードを入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

6. AMC （AXIS Media Control） をインス トールする画面が表示された場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク してイン

ス トールを行ってください。AMC のインス トールを実行するには、 インス トールするコンピュータに管理

者権限を持つユーザでログオンしている必要があ り ます。

7. ビデオエンコーダの ［Live View］ ページが表示されます。 続いて、 19 ページ 「ビデオエンコーダを使用

する」 に進んでください。

このボタンをク リ ッ ク して
HTTPS 証明書を作成します。

管理者ユーザ用のパスワードを
HTTPS を利用して設定します。

Common name （コモンネーム）
と Validity （有効期間） を設定
します。
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AXIS Media Control をインストールする

AMC （AXIS Media Control） は、 Windows の Microsoft Internet Explorer で画像を閲覧するための ActiveX
コンポーネン トです。 初めてビデオエンコーダの画像にアクセスした際に、 自動的にインス トールが行われま
す。

AMC のインス トールが完了する と、 ［Live View］ ページに AMC ビューワ用のツールバーが表示されます。

AMC ビューワのツールバーについて詳し くは、 20 ページ 「AMC のツールバー」 をご覧ください。 AMC の各

種設定は、Windows のコン ト ロールパネルに作成される AXIS Media Control アイコンをダブルク リ ッ ク して

行う こ とができます。 設定可能な項目は、 以下のとおりです。

注意 ：

• AMC のインス トールを行うには、 ブラウザのセキュリテ ィ設定を一時的に低く設定しておいて ください。

• Windows XP、 Vsita をお使いの場合、 Administrator （管理者） の権限を持つユーザでコンピュータにログオン
してお く必要があります。

• Windows XP （SP2）、 Vista をお使いの場合は、 ブラウザの指示にしたがって ActiveX コン ト ロールのインス
トールを許可して、 AMC をインス トールして く ださい。

• お使いのコンピュータに追加のソフ トウェアをインス トールできない場合は、 Java applet を使用して画像を
閲覧することができます。 画像の更新方法は、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Default
Viewer 欄の Windows Internet Explorer オプシ ョ ンで設定することができます。

［General］ タブ

バージ ョ ン情報を表示します。

［Network］ タブ

［Network Connection Timeout］ オプシ ョ ンは、 エラーメ ッセージが表示される前に AXIS Media Control が
ビデオエンコーダからの応答をどのく らいの時間待つかを秒で指定します。HTTPS や帯域の狭いネッ ト ワーク

を使用する場合は、 この値を長めに設定してください。

［Reconnection Strategy］ オプシ ョ ンでは、 Axis デバイス との接続中にメディアス ト リームに接続できな く

なったと きなどに再接続する方法を設定します。AMC は自動的にス ト リームに再接続を行う機能を持っていま

すが、 このオプシ ョ ンを使用するこ とで再接続の方法を 3 つまで指定して有効 / 無効を切り替えるこ とができ

ます。 有効にする方法にチェッ クを付け、 「Reconnect every XX s during YY min, then...」 の XX に再接続す

る間隔を秒で、 YY に何分間の間に XX で設定した回数の再接続を試みるかを分で入力します。 ただし、 再接

続の間隔には上記の ［Network Connection Timeout］ で設定した値よ り も大きな値を設定するこ とはできませ

ん。 このオプシ ョ ンを無効にする場合は、 無効にする再接続方法のチェッ クボッ クスのチェ ッ クを外します。
Reconnection Strategy オプシ ョ ンで行った設定や変更を有効にするには、AMC を再起動する必要があ り ます。

［IP address of multicast Interface］ オプシ ョ ンは、 ビデオエンコーダからのマルチキャス トによるス ト リーム

に接続するために AMC が使用するインターフェイス （ネッ ト ワークアダプタ） です。 現在使用しているネッ

ト ワークアダプタでマルチキャス トによるス ト リームが取得できない場合は、 このオプシ ョ ンを適切な設定に
変更してください。 default が選択されている場合、 Windows はデフォルトのネッ ト ワーク インターフェイス

を使用します。

［RTSP connection order］ オプシ ョ ンでは、 使用するプロ ト コルと通信方法の組み合わせを選択したり、 優先

順序を設定します。AMC は選択された方法のうち優先順位が高いものから状況に応じて適切な方法を自動的に

選択します。

［Snapshot］ タブ

［Snapshot folder］ には、 ［Live View］ ページに表示されている ［Snapshot］ ボタンをク リ ッ ク したと きに、

スナップシ ョ ッ トの保存先となるフォルダを指定します。デフォルトの保存先は「My Documents¥AXIS Media
Control - Snapshot」 です。
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［Feedback］ ではいくつかのオプシ ョ ンを設定するこ とができます。スナップシ ョ ッ ト を撮影したと きにスナッ

プシ ョ ッ ト の保存先のフォルダを自動的に開く場合は、 ［Open the snapshot folder in the background］ に

チェッ クを付けます。 スナップシ ョ ッ ト を撮影したと きにメ ッセージを表示して、 保存先のディ レク ト リ と保
存された画像のファイル名を表示する場合は ［Show a message］ にチェッ クを付けます。 また、 エラーが発生

したと きにエラーメ ッセージを表示する場合は ［Show an error message］ にチェ ッ クを付けます。

［MPEG-4］ タブ

AXIS M7001 では使用しません。

［H.264］ タブ

H.264 に関連する設定を行います （注 ： ［Video Processing］ の設定変更は、 現在再生中の動画には適用されま

せん。変更後はブラウザの ［更新］ ボタンでブラウザの再読込をしてください）。 ビデオエンコーダのビデオス
ト リーム上のオーバーレイテキス トや日付の表示に問題が発生した場合は、［Use Advanced Video Rendering］
のチェ ッ クを付けてください。 このオプシ ョ ンは、 少ないビデオメモ リでデスク ト ップ上に複数のビデオス ト
リームを表示する と きにも有効です。

Joystick Mode を有効にしたと きにク ライアン ト側の画像上に表示される中心点等のオーバーレイは、［Enable
Overlays］ オプシ ョ ンのチェ ッ クを外すこ とで無効にする こ とができます。 この設定は、 ［PTZ］ タブにある

［Enable PTZ Overlays］ の設定よ り 優先されます。 設定の変更を有効にするには、 AMC のツールバーの

［Play/Stop］ ボタンを使用してビデオス ト リームを一旦停止してから再生し直すか、 ブラウザを更新する必要

があ り ます。

デフォルトで、 AXIS Medial Control は利用しているコンピュータが処理可能な限りのフレームをデコード し

ます。 ビデオ処理に要する CPU の使用率を下げるには、 ［Decode only key frames］ を選択してください。 た

だし、 これらのオプシ ョ ンを利用する と動画を再生した時の品質が落ちます。 フレームについては、 MPEG の

規格を参照してください。

Playout buffer オプシ ョ ンを利用する と、 ネッ ト ワーク速度の遅い環境で円滑にビデオス ト リームを流すため

のバッファを増やすこ とができます。 レベルを高くする と映像の途切れが少なくな り ますが、 コンピュータの
メモ リ使用量が増えたり再生に遅延が発生する場合があ り ます。

ビデオエンコーダを利用するコンピュータに他の H.264 アプリ ケーシ ョ ン （例 ： XVID、 DIVX5 プレーヤー）

が既にインス トールされている場合、 競合が発生するこ とがあ り ます。 ［Set to default H.264 decoder］ をク

リ ッ クする と、H.264 コンテンツを閲覧する と きにデフォルトでビデオエンコーダの MPEG デコーダを使用す

るよ う設定するこ とができます （も し も他の H.264 アプリ ケーシ ョ ンを使用する上で問題が発生した場合は、

［Set to standard priority］ をク リ ッ クするこ とで元の状態に戻すこ とができます）。

［Audio］ タブ

AXIS M7001 では使用しません。

［PTZ］ タブ

Joystick Settings オプシ ョ ンは、 別売りの AXIS 295 ジ ョ イスティ ッ クをコンピュータに接続した場合の項目

となり ます。 詳し くは、 AXIS 295 に付属のマニュアルをご覧ください。

Mouse settings オプシ ョ ンでは、 ホイールマウスのホイールの感度を設定するこ とができます。

Miscellaneous オプシ ョ ンは、［Live View］ ページの画面内をク リ ッ ク してパン / チルト / ズームコン ト ロール

を行う場合に関する項目です。

［Default PTZ Mode］ では、 以下の 2 種類からデフォルトの PTZ モードを選択するこ とができます。

• Center Mode - ク リ ッ ク した位置が中心となるよ うにカメ ラが移動します。

• Enable Joystick Mode - カメ ラ画像の中心から相対的にマウスポインタが指している方向 （例 ： 上下左右）

に移動します。

［Enable PTZ Overlays］ にチェッ クを入れる と、 Joystick Mode の際に画像内の中心点とマウスの軌跡が表示

されます。
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［Recording］ タブ

［Recording folder］ には、 ［Live View］ ページに表示されている ［Recording］ ボタンをク リ ッ ク したと きに、

録画の保存先となるフォルダを指定します。 デフォル トの保存先は 「My Documents¥AXIS Media Control -
Recordings」 です。

［Feedback］ ではいくつかのオプシ ョ ンを設定するこ とができます。録画が完了したと きに録画の保存先のフォ

ルダを自動的に開く場合は、［Open the recording folder in the background］にチェ ッ クを付けます。またメ ッ

セージを表示して、保存先のディレク ト リ と保存された録画のファイル名を表示する場合は［Show a message］
にチェッ クを付けます。エラーが発生したと きにエラーメ ッセージを表示する場合は［Show an error message］
にチェッ クを付けます。

［Limit Recording］ の ［Record Audio (Not available in MJPEG)］ オプシ ョ ンは AXIS M7001 では使用しませ

ん。 ［Stop recording after］ で時間 （秒または分）、 またはファイルサイズ （M バイ ト ） を指定する と、 指定し

た条件を満たしたと きに録画を自動的に停止するこ とができます。

H.264 デコーダをインストールする

［Live View］ ページの ［Stream profile］ ド ロ ップダウン リ ス トから H.264 を選択し、 AMC ツールバーの下に

ある 「Click here to install or upgrade the H.264 Decoder.」 リ ンクをク リ ッ ク して表示されたウ ィンド ウで 「I
accept the License agreement」 （使用許諾書に同意する） を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク してインス トールを実

行してください。

AXIS Media Control Embedded/H.264 デコーダをアンインストールする

AMC をアンインス トールする場合は、 ［コン ト ロールパネル］ - ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ または ［プ

ログ ラ ムの追加と削除］ を選択し、 イ ンス ト ールされているプログラ ムの一覧から AXIS Media Control
Embedded を選択して ［削除］ をク リ ッ ク して ください。

H.264 デコーダをアン イ ン ス ト ールする場合は、 マ イ コ ン ピ ュータから C:¥Program Files¥Axis
Communications¥Components フォルダを開き、 AxH264Dec.dll を右ク リ ッ ク して削除して ください。
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ビデオエンコーダを使用する

AXIS M7001 は、 一般的なオペレーティングシステムおよび Web ブラウザで使用するこ とができます。 推奨

するブラウザは、 Windows 版 Internet Explorer 7.0 以降です。 対応するシステムについては、 Axis のホーム

ページを参照してください。

注意 ：

• Microsoft Internet Explorer で画像を閲覧する場合は、 Web ブラウザの設定で ActiveX コン ト ロールの実行を
有効に設定して AMC （AXIS Media Control） をコンピュータにインストールして ください。詳し くは、16 ペー
ジ 「AXIS Media Control をインス トールする」 を参照して く ださい。

• QuickTimeTM を利用して、 H.264 のスト リーミングビデオを再生することができます。

• お使いのコンピュータで追加ソフ トウェアのインストールが制限されている場合は、 Java applet を利用して
Motion JPEG の画像を閲覧することができます。

• ビデオエンコーダには H.264 ビデオスト リームを閲覧するためのデコーダライセンスが 1 つ含まれています。

• デコーダはビデオエンコーダの ［Live View］ ページからインストールすることができます。 インス トール方
法は、 18 ページ 「H.264 デコーダをインストールする」 を参照して ください。 ［Setup］ - ［Live View Config］
- ［Viewer Settings］ の ［Enable H.264 decoder installation］ オプシ ョ ンを無効にすることによって H.264 デ
コーダのインストールを実行できないようにすることができ、ライセンスされていないデコーダのインストー
ルを防ぐことができます。

ブラウザからアクセスする

1. Web ブラウザを起動します。

2. ［アド レス / 場所］ フ ィールドに、 ビデオエンコーダの IP アドレス （またはホス ト名） を入力して Enter
キーを押します。
Macintosh （Mac OS X） からビデオエンコーダにアクセスする場合は、Safari ブラウザを起動し、メニュー

から 「ブッ クマーク」 - 「すべてのブッ クマークを表示」 をク リ ッ ク し、 開いたウ ィンド ウの 「コレクシ ョ

ン」 - 「Bonjour」 を選択して、 リ ス トからビデオエンコーダを選択してください。

3. ビデオエンコーダの内部 Web ページに初めてアクセスする と、パスワードの設定画面が表示されます。14
ページ 「パスワードの設定」 の手順にしたがってパスワードを設定して ください。 既にユーザが定義され
ている場合は、 ユーザ名とパスワードを入力してログオンして ください。

4. ［Live View］ ページが表示されます。

注意 ：

ビデオエンコーダの内部 Web ページは、 必要に応じてカスタマイズすることができます。 よって、 このマニュア
ルに含まれている画像と実際のレイアウトは異なる場合があります。
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Live View ページ

［Live View］ ページに表示されるボタンの概要について説明します。 ［Live View］ ページをカスタマイズする

こ とによって、 各ボタンの表示 / 非表示を切り替えるこ とができます。

AMC のツールバー

AMC （AXIS Media Control） ビューワのツールバーは、 Windows の Microsoft Internet Explorer でのみ使

用するこ とができます。 ツールバーには、 以下のよ うなボタンが表示されます。

パン / チルト / ズームコン ト ロール

パン / チルト / ズームデバイスが接続されている場合、 ［Live View］ ページ上に以下のよ うなボタンが表示さ

れます。パン / チルト / ズームの設定については、32 ページ「パン / チルト / ズーム - PTZ」を参照してください。

注意 ：

Set emulated joystick mode ボタンと Center ボタンは、 ビデオスト リーム停止中は使用することができません。

［Stream profile］ ドロップダウンリス ト を利用して、 ［Live View］ ページ上に表示される画像の形式を
一時的に変更することができます。 ［Stream profile］ ドロップダウンリス トには、 ［Setup］ - ［Video］
- ［Stream Profiles］ ページに登録されているスト リームプロファイルが表示されます。詳し くは、 27
ページ 「ス ト リームプロファイル - Stream Profiles」 を参照して ください。

Trigger ボタンは、 Evnet Types の Manual Trigger のためのボタンです。 このボタンを表示するには、
［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Action Buttons 欄で Show manual trigger button
にチェ ックを入れて ください。

Snapshot ボタンをクリ ッ クすると、現在表示されている画像のスナップシ ョ ッ ト を JPEG 形式で保存
することができます。 画像をお使いのコンピュータに保存する場合は、 ボタンをク リ ッ クして表示
されたウィ ンドウの画像の上で右クリ ッ クしてシ ョート カッ ト メニューを表示し、 ［名前を付けて保
存］ を選択して ください。 このボタンは、 AMC ビューワのツールバーが利用できない時に使用して
ください。

Snapshot ボタンを表示するには、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの Show snapshot
button にチェ ックを入れて く ださい。

Play/Stop ボタンは、 ビデオの再生 / 停止を行います。

Snapshot ボタンは、 現在表示されている画像のスナップシ ョ ッ ト を撮影します。 スナップシ ョ ッ ト
に関連する機能や保存先の設定は、 Windows のコン ト ロールパネルの中の 「AXIS Media Control」 ア
イコンをダブルクリ ッ クして行って く ださい。 設定方法について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media
Control をインストールする」 を参照して ください。

View Full Screen ボタンをクリ ックすると、 ビデオ画像をモニタの全画面で表示します。 元の状態に
戻すには、 キーボードの Esc キーを押して ください。

Start recording ボタンをクリ ッ クすると、 ［Live View］ ページ上に表示されるボタンを利用して手動
で H.264 の録画を開始することができます。 録画中はブラウザのウィンドウを閉じないようにして
ください。録画に関す詳細設定は Windows のコン ト ロールパネルの中の 「Axis Media Control」 で行っ
て ください。 詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」 を参照して ください。

Set emulated joystick mode ボタンをク リ ッ クする と、カ メ ラ画像の中心から相対的にマウスポインタ

が指している方向 （例 ：上下左右） に移動します。

Center ボタンをク リ ッ クする と、 ク リ ッ ク した位置が中心となるよ うにカメ ラ画像が移動します。
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ビデオエンコーダを使用する
Setup ページの概要

Basic Setup - 基本設定

初めてビデオエンコーダを設定する と きに必要な設定へのシ ョート カッ トが含まれています。

Video

Live View Config

PTZ

Events

System Options

項目 概要

Users root ユーザ （管理者） のパスワードを設定したり、 ビデオエンコーダにアクセスできる
ユーザを登録することができます。

TCP/IP IP アドレスに関する設定を行う ことができます。

Date & Time ビデオエンコーダの日付と時刻を設定することができます。

Video Stream 画像の表示、 フレームレート、 H.264 のビッ ト レート、 Motion JPEG のフレームサイズな
どを設定することができます。

項目 小項目 概要

Video Stream Image 解像度、 圧縮率、 テキストオーバーレイの設定を行う ことができます。

H.264 H.264 のビッ ト レートなどの設定を行う ことができます。

MJPEG Motion JPEG の最大フレームサイズの設定を行う ことができます。

Stream Profiles - スト リームプロファイルの設定を行う ことができます。

Camera Settings - カラーレベル、 輝度、 コン ト ラス ト、 ビデオ入力などの設定を行う こと
ができます。

Privacy Mask - ビデオ画像上の一部をマスク （四角） で隠すような設定を行う ことがで
きます。

項目 概要

Layout 画像を閲覧するビューワの設定や、 ツールバーやボタンの表示 / 非表示の設定を行う こ
とができます。

項目 小項目 概要
Preset Positions - プリセッ トポジシ ョ ンの登録を行う ことができます。
Guard Tour - プリセッ トポジシ ョ ンを巡回する設定を行う ことができます。
Advanced Device パン / チルト / ズームの動作範囲についての設定を行う ことができます。

Controls パン / チルト / ズームバー等の表示 / 非表示の設定などを行う ことができ
ます。

OSD Menu （この機能は日本ではサポート しておりません）
Control Queue - パン / チルト / ズーム操作のリクエス ト をキューにポーリングします。

項目 概要

Event Servers イベン トの宛先となるサーバを設定することができます。

Event Types 決まった時間毎に行う動作や、 ト リガ入力があった時に行う動作 （画像を FTP やメール
で送信するなど） についての設定を行う ことができます。

Motion Detection ト リガ入力の一つであるモーシ ョ ン検知の設定を行う ことができます。

項目 小項目 概要

Security Users （基本設定のメニューと同じです）

IP Address Filter IP アドレスによるフ ィルタ リングを設定することができます。

HTTPS HTTPS に関する設定を行う ことができます。

Date & Time - （基本設定のメニューと同じです）
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About

製品についての情報を表示します。

Network TCP/IP - Basic （基本設定のメニューと同じです）

TCP/IP - Advanced DNS サーバアドレス、 NTP サーバアドレスなどを設定することができま
す。 また、 使用する HTTP ポート番号の指定や、 ネッ トワーク速度なども
設定することができます。

Socks Socks に関する設定を行う ことができます。

QoS QoS DSCP に関する設定を行う ことができます。

SMTP （電子メール） SMTP サーバアドレスを設定することができます。SMTP サーバの設定は、
IP アドレスの変更通知機能で使用します。

SNMP SNMP の有効 / 無効、 設定を行う ことができます。

UPnP UPnP の有効 / 無効、 UPnP で使われる名前の設定を行う ことができます。

RTP H.264 の Multicast RTP に関する設定を行う ことができます。

Bonjour Bonjour の有効 / 無効、 Bonjour で使われる名前の設定を行う ことができ
ます。

Ports & Devices COM Port パン / チルト / ズームデバイスの設定を行う ことができます。

LED - Power、 Network、 Status インディケータの振る舞いについて設定するこ
とができます。

Maintenance - ビデオエンコーダの再起動、 設定のリセッ ト、 フ ァームウェアのアップ
グレードを行う ことができます。

Support Support Overview ト ラブルシューテ ィングやサーバレポート を見ることができます。

System Overview システムの概要を見ることができます。

Logs & Report システムログ、 アクセスログ、 サーバレポート、 パラ メータ リス ト、 接
続リス ト を表示することができます。 また、 ログに出力されるメ ッセー
ジのレベルを設定することができます。

Advanced Scripting 独自のスクリプ ト を作成してビデオエンコーダのファイルシステムに組
み込むことができます。

File Upload HTML ページや画像など、 ユーザ独自のファイルをアップロード します。

Plain Config ビデオエンコーダのすべてのパラ メータ設定の変更を行う ことができま
す。 通常は、 各設定ページから設定して ください。

項目 小項目 概要
22



ビデオスト リーム
ビデオスト リーム

ビデオエンコーダはいくつかの異なるビデオス ト リームのフォーマッ ト を提供します。 使用するフォーマッ ト
のタイプは、 お使いのネッ ト ワークのプロパティ、 および要件に応じて変化します。

ビデオエンコーダの ［Live View］ ページを利用して、 Motion JPEG、 H.264 ス ト リーム、 および 1 枚の JPEG
画像にアクセスするこ とができます。 他のアプリ ケーシ ョ ンやク ライアン ト を利用して、 ［Live View］ ページ

を経由せずにビデオス ト リームに直接アクセスするこ と も可能です。

ビデオスト リームの同時使用

AXIS M7001 ビデオエンコーダは、 H.264 および Motion JPEG の 2 ス ト リームを同時に使用するこ とができ

ます。 各ス ト リームには、 異なる解像度、 ビッ ト レート 、 圧縮レベルなどを設定するこ とができます。 ただし、
異なる 2 種類の Stream Profile を利用して Motion JPEG ス ト リームおよび H.264 ス ト リームに同時にアクセ

スするこ とはできません。 たとえば、 A のユーザが Motion JPEG ス ト リームを閲覧している と きに、 B のユー

ザが別の Stream Profile を利用して Motion JPEG ス ト リームにアクセスした場合、”503 service unavailable”
が表示されます。

ビデオのスト リームタイプ

Motion JPEG

このフォーマッ トは、 一般的な JPEG の静止画像をビデオス ト リームの中で使用します。 これらの静止画は、

一旦表示された後に常に動いているよ うに表示するために、 適切なレートで画像を更新してス ト リームを作成
します。

Motion JPEG のス ト リームは帯域幅を多く使用しますが、高画質の画像を提供する と同時にス ト リームに含ま

れる個々の画像にアクセスできる という利点があ り ます。 AXIS M7001 のライブビデオ （Motion JPEG） にア

クセスするお勧めの方法は、 Windows の Microsoft Internet Explorer で AMC （AXIS Media Control） を利用

するものです。

H.264

H.264 は帯域幅に負担をかけずに高画質のビデオス ト リームを配信するこ とができます。 使用するプロ ト コル

と通信方法は、 お使いのネッ ト ワークのプロパテ ィ、 および要件に応じて変化します。 AMC （AXIS Media
Control） で利用可能なオプシ ョ ンは、 以下の通りです。

Unicast RTP このユニキャス トの方法 （RTP over UDP） は、画
像の欠落が発生したと しても常に最新のビデオ
ス ト リームを配信することに重点を置く場合に
適したオプシ ョ ンです。

ユニキャス トはオンデマンドス ト リーミ ングで
使用されます。 クライアン トがス ト リームに接
続して要求を行わない限り、 ネッ トワーク上に
ト ラフ ィ ッ クは発生しません。

注意 ： 同時にアクセス可能なユーザ数は最大 20
です。

RTP over RTSP このユニキャ ス ト の方法 （RTP tunneled over
RTSP） は、 ファイアウォールに対して RTSP ト ラ
フ ィ ッ クを許可するように設定を行うのが比較
的容易です。

RTP over RTSP
over HTTP

このユニキャス トの方法は、 フ ァイアウォール
を越えるために使用することができます。通常、
ファイアウォールはHTTP を許可するよう設定さ
れており、 したがって RTP がトンネルすること
も許可されます。

Multicast RTP このマルチキャストの方法 （RTP over TCP） は、 画像の欠落が発生したと しても常に最新のビデオ
スト リームを配信することに重点を置く場合に適したオプシ ョ ンです。

マルチキャス トは、 ス ト リームに同時にアクセスするユーザが多い場合に帯域幅を効率よ く使用
する方法です。 ただし、 ネッ トワーク上のルータでマルチキャス トのブロードキャス トの通過が
許可されていない場合、ルータを経由したマルチキャストによる配信を行う ことはできません。通
常は限られたネッ トワークのみで使用できます。

ビデオエンコーダは、 同時に映像にアクセスしているすべてのマルチキャス トユーザを合わせて
1 ユーザとみなします。
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AMC はビデオエンコーダと通信し、上記の ト ランスポートプロ ト コルの中から利用可能なものを自動で決定し

ます。必要に応じて、 この順番を変更したり、特定のプロ ト コルを無効に設定するこ とができます。 AMC の設

定について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」 を参照してください。

重要！

画像の閲覧に使用するソフ トウェア

AXIS Media Control （Motion JPEG/H.264）

ビデオエンコーダのライブビデオ （H.264 または Motion JPEG） にアクセスするお勧めの方法は、 Windows
の Microsoft Internet Explorer で AMC （AXIS Media Control） を利用するものです。

AMC は、ビデオエンコーダの画像に初めてアクセスした際にインス トールが自動的に行われます。 インス トー

ル後は、Windows のコン ト ロールパネルに追加された AMC のアイコンを開くか、 あるいは Internet Explorer
上の画像を右ク リ ッ ク してメニューから 「Settings」 をク リ ッ クする と各種設定を行う こ とができます。 AMC
の設定について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」 を参照してください。

QuickTime™、 Windows Media Player （H.264）

H.264 ス ト リームの閲覧には、 QuickTime、 Windows Media Player を使用するこ と もできます。 ただし、 こ

れらのソフ ト を使った場合の動作については、 Axis は一切の動作保証を致しません。

QuickTime を利用して H.264 ビデオス ト リームにアクセスする場合は、画像のパスを次のよ うに入力してくだ

さい。

• rtsp://<ip>/axis-media/media.amp

• rtsp://<ip>/axis-media/media.3gp （3GPP を使用する場合）

注意 ：

• <ip> には、 ビデオエンコーダの IP アドレスを入力して ください。

• ビデオエンコーダは、 QuickTime 6.5.1 以上に対応しています。

• QuickTime を利用する場合の映像配信は、 RTSP によるユニキャス トのみ対応しています。

• QuickTime を利用して正し く ビデオスト リームの表示ができない場合、 「QuickTime 環境設定」 - 「接続速度」
を 「LAN」 など、 高速な設定に変更してみて く ださい。 また、 ビデオエンコーダの ［Setup］ - ［Basic Setup］
- ［Users］ ページの HTTP/RTSP Password Settings オプシ ョ ンは、 「Unencrypted」 に設定して く ださい。

• QuickTime を使用した場合、 ビデオスト リームに 4 秒程度の遅延が発生します。

Windows Media Player を使用する場合は、 使用目的に応じて画像のパスを次のよ うに入力してください。 そ

の際、 AMC および H.264 デコーダがインス トールされている必要があ り ます。 AMC、 H.264 デコーダのイン

ス トール方法については、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールする」 を参照してください。

• RTP によるユニキャス ト ： axrtpu://<ip>/axis-media/media.amp

• RTSP によるユニキャス ト ： axrtsp://<ip>/axis-media/media.amp

• HTTP を ト ンネルした RTSP によるユニキャス ト ： axrtsphttp://<ip>/axis-media/media.amp 

• マルチキャス ト ： axrtpm://<ip>/axis-media/media.amp

注意 ：

<ip> には、 ビデオエンコーダの IP アドレスを入力して ください。

H.264 はライセンスされた技術です。 AXIS M7001 には閲覧用クライアン トのライセンスが 1 つ含まれていま
す。 2 台以上のコンピュータで画像を閲覧する場合は、 追加のライセンスが必要となります。 追加ライセンス
の購入については、 Axis 製品の販売店にお問い合わせください。
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その他の方法 （Motion JPEG/ 静止画 JPEG）

ビデオエンコーダの画像には、 以下の方法を利用してアクセスするこ と もできます。

• ブラウザがサーバプッシュに対応している場合は、 ビデオエンコーダは Motion JPEG ビデオの表示にサー

バプッシュを使用できます。 サーバプッシュは、 HTTP 接続を維持しながら必要に応じてデータ送信を行な

います。

• Motion JPEG ビデオの表示に Java applet を使用するこ と もできます。

• ブラウザに 1 枚の JPEG 画像を表示します。 画像のパスを次のよ うに入力してください。

例 ： http://<ip>/axis-cgi/jpg/image.cgi?resolution= 画像のサイズ （例 ： 352 ｘ 240）

注意 ：

• <ip> には、 ビデオエンコーダの IP アドレスを入力して ください。

• サーバプッシュ、 または Java applet を使用する場合、 ［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ ページの
Default Viewer オプシ ョ ンを変更して ください。
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画像の設定 - Video
この章では、画像の設定方法について説明します。この章の内容は、ビデオエンコーダの管理者（Administrator）
権限を持つユーザ、 また、 オペレータ （Operator） 権限を持つユーザを対象と しています。

ビデオスト リーム - Video Stream

ビデオス ト リームの設定項目は、 3 つのタブに分かれていま

す。

• Image

• H.264

• MJPEG

Image タブ

画像サイズなどの設定 - Image Appearance

表示する画像の大きさや、 圧縮率などを設定できます。 高い
解像度や低い圧縮率を選択する と画質は向上しますが、 必要となる帯域幅がよ り多くな り ます。

• Resolution - 画像の解像度を設定します。 Aspect ratio correction にチェッ クを付ける と、 アナログカメ

ラからの信号を調節して画像をよ り よい状態で表示します。

• Compression - 画像の圧縮率を 0 ～ 100 で設定します。

• Mirror image - このオプシ ョ ンを有効にする と、 ［Live View］ ページで画像を左右反転して表示するこ と

ができます。

• Color setting - 画像の表示をカラー （Color） または白黒 （Black & White） に設定します。

ビデオスト リーム - Video Stream

Maximum frame rate の Limited to オプシ ョ ンを選択する と、画像を閲覧する各ユーザが使用できるフレーム

レート （1 ～ 30 フレーム / 秒） を設定してビデオエンコーダが使用する帯域を抑えるこ とができます。 フレー

ムレート を制限しない場合は、 Unlimited を選択します。

テキストオーバーレイ - Text Overlay Settings

オーバーレイ と して日付を表示する場合
は Include date、 時刻を表示する場合は

Include time にチェッ クを付けます。

テキス ト を表示する場合は Include textに
チェッ クを付け、右側のフ ィールドに表示
するテキス ト を入力します。 Text color で
テキス トの色、 Text background color で
テキス ト の背景色を選択する こ とができ
ます。

日付と時刻、テキス トの位置を変更する場
合は、Place text/date/time at x of image
でプルダウン メ ニューから位置を選択し
てください。

プレビュー表示 - Preview

画像とオーバーレイの設定をプレビュー表示する場合は、［Video format］ ド ロ ップダウン リ ス トから表示に使

用するビデオフォーマッ ト を選択して ［Open...］ をク リ ッ ク します。 設定が希望通りに行われている場合は、

プレビューウ ィンド ウを ［Close］ で閉じて ［Image］ タブの ［Save］ をク リ ッ ク して設定を保存してください。

オーバーレイテキ

スト、 日付、 時刻
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H.264 タブ

GOV Settings

GOV は H.264 ス ト リームの構成を表すものです。 Length オプシ ョ ンに高い値を設定する と、 帯域幅の使用を

抑えるこ とができますが、 画質が損なわれる場合があ り ます。 設定できる値は 1 ～ 61440 です。

Bit Rate Control

Use - 使用するビッ ト レートのタイプを選択します。可変ビッ ト レート を使用する場合は Variable bit rate、固

定ビッ ト レート を使用する場合は Constant bit rate を選択します。

Target bit rate - 固定ビッ ト レート を使用している場合、 目標とするビッ ト レートの固定値を設定するこ とが

できます。

Priority - 一般的に、 画像内の変化が増えるにつれてビッ ト レート も増加します。 固定ビッ ト レート を使用し

ている場合は、 ビッ ト レートの変化を抑えるかわりにフレームレートや画質に影響を及ぼします。 このよ うな
場合、 このオプシ ョ ンを利用してビッ ト レートが増加したと きに、何を優先するかを設定するこ とができます。
フレームレート （Frame rate） 、 画質 （Image quality） 、 または優先順位を設定しない （None） から選択して

ください。 優先順位を設定しない場合、 フレームレート と画質に対して均等に影響が及びます。

注意 ：

画像上にビッ ト レート を表示することができます。 ［Setup］ - ［Video］ - ［Video Stream］ - ［Image］ タブを開き、
Text Overlay Settings 欄の ［Include text］ オプシ ョ ンにチェ ッ クを付けて右側のフ ィールドに 「#b」 と入力して
く ださい。 ［Live View］ ページの画像上に、 テキス トオーバーレイと して現在のビッ ト レート （Kbps） が表示さ
れます。

プレビュー表示 - Preview

H.264 タブの設定をプレビュー表示する場合は、［Video format］ ド ロ ップダウン リ ス トから表示に使用するビ

デオフォーマッ ト を選択して ［Open...］ をク リ ッ ク します。設定が希望通りに行われている場合は、プレビュー

ウ ィンド ウを ［Close］ で閉じて ［H.264］ タブの ［Save］ をク リ ッ ク して設定を保存してください。

MJPEG タブ

Motion JPEG で画像を表示している際、撮影する被写体によっては 1 フレーム当たりの画像サイズが突然大き

くなる場合があ り ます。 Maximum frame size を設定する と、 Motion JPEG ビデオス ト リームで使用される帯

域幅を一定に保つこ とができます。

Frame Size Control

Maximum frame size - Limited to オプシ ョ ンを選択する と、フレームの最大サイズを設定するこ とができま

すが、 画像がフレームの最大サイズを超えた場合は画像が粗くな り ます。 フレームの最大サイズを設定しない
場合は、 Unlimited を選択します。 画像サイズが大き くな り帯域幅に影響を与えるこ とがあ り ますが、 一定し

て高画質の画像を配信するこ とができます。

プレビュー表示 - Preview

MJPEG タブの設定をプレビュー表示する場合は、 ［Video format］ ド ロ ップダウン リ ス トから表示に使用する

ビデオフォーマッ ト を選択して ［Open...］ を ク リ ッ ク します。 設定が希望通りに行われている場合は、 プレ

ビューウ ィンド ウを ［Close］ で閉じて ［MJPEG］ タブの ［Save］ をク リ ッ ク して設定を保存して ください。

スト リームプロファイル - Stream Profiles

ス ト リームプロファ イルにはあからじめ 4 つのプロファイルが用意されており、 それぞれの特徴を現す名前が

付けられています。これらのプロファ イルをカスタマイズして新しいプロファ イルを作成するこ とができます。
Stream Profile List にプロファイルを追加する と、 ［Live View］ ページの ［Stream profile］ ド ロ ップダウン リ

ス トから追加したプロファ イルを選択して画像の表示形式を変更するこ とができます。
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プロファイルの作成 - 新しいプロファ イルを追加する場合は、 ［Add］ ボタンをク リ ッ ク してス ト リームプロ

ファ イルの設定画面を表示します。 プロファ イルの名前 （Profile name） とプロファ イルの説明 （Description）
を入力し、 ［Video encoding］ ド ロ ップダウン リ ス トから使用するエンコーディングを選択します。

• Image - 解像度や圧縮率などを設定します。

• H.264 - デジタルビデオ用の新しい圧縮フォーマッ トです。 このフォーマッ トは、同じビッ ト レート / 帯域

幅で Motion JPEG および MPEG-4 よ り も高解像度のビデオを配信するこ とができます。 また、 Motion
JPEG および MPEG-4 よ り も低いビッ ト レートで同等の画質のビデオを配信します。

• MJPEG - 高画質のビデオス ト リームを配信します。 ス ト リームから個々の画像を抽出して保存するこ とが

できます。

プロファ イルのコピー - 既存のス ト リームを選択して ［Copy］ ボタンをク リ ッ クする と、 そのス ト リームのコ

ピーを作成するこ とができます。 別の名前を付けて保存してください。

プロファ イルの編集 - 既存のス ト リームを選択して ［Modify］ ボタンをク リ ッ クする と、 選択したス ト リーム

の設定内容を変更するこ とができます。

プロファ イルの削除 - 既存のス ト リームを選択して ［Remove］ ボタンをク リ ッ クする と、 そのス ト リームを

削除するこ とができます。

注意 ：

複数の Motion JPEG および H.264 の設定を同時に使用することはできません。 たとえば、 他のユーザが ［Live
View］ ページから異なる Motion JPEG ス ト リームの設定を利用して画像にアクセスすると、 エラーメ ッセージ
“503 service unavailable” が表示されます。

カ メ ラの設定 - Camera Settings

画質の設定 - Image Appearance

• Color level - カラーレベルを 0 ～ 100 で設定します。 0 にする と白黒で表示されます。

• Brightness - 画像の明るさを 0 ～ 100 で設定します。

• Contrast - 画像のコン ト ラス ト を 0 ～ 100 で設定します。

• Rotate image - 画像の回転を設定します （0 度、 90 度、 180 度、 270 度）。

ビデオ入力 - Video Input

Physical connector - AXIS M7001 は BNC と Tele plug の 2 種類の物理的なコネクタのインターフェイスを提

供します。Auto を選択する と、ビデオエンコーダは接続されているカメ ラに合わせて自動的にインターフェイ

スを選択します。 手動で設定する場合は、 ド ロ ップダウン リ ス トから BNC または Tele plug を選択してくださ

い。 選択したインターフェイスに合わせて、 ディ ップスイ ッチの設定を下記の表のよ うに設定してください。

注意 ：

ビデオソースを他の機器と並列に接続する場合は、DIP 1 を OFF （左側） に設定して終端抵抗を無効にして くださ
い。 終端抵抗の設定が正し く行われていない場合、 画質が損なわれることがあります。

Offset adjustments - オフセッ ト ポジシ ョ ンを x は -4 ～ 5、 Y は -8 ～ 8 の間で調節して画像周囲の黒い縁を

削除するこ とができます。

4CIF de-interlacing - チェッ クボッ クスにチェッ クを付ける と、 映像にデインターレース処理を行います。

注意 ：

オフセッ トポジシ ョ ンとデインターレーシングの設定はプレビュー表示することができません。 ［Save］ ボタンを
クリ ックして設定を保存してから画像を確認して く ださい。

設定を保存する場合は ［Save］、 元の状態に戻す場合は ［Reset］ をク リ ッ ク して ください。

スイッチ  DIP 1

説明 75 オームビデオ入力終端

Tele plug ON

BNC ON
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プライバシーマスク - Privacy mask

ビデオ画像上の一部をマスク （四角） で隠すこ とができます。 最大 3 つのプライバシーマスクを作成するこ と

ができます。

Privacy Mask List

AXIS M7001 に現在登録されているプライバシーマスクの一覧が表示されます。 ［Enabled/Disabled］ ボタン

をク リ ッ ク してプライバシーマスクの有効 / 無効を切り替えるこ とができます。

Add/Edit Mask

以下の手順にしたがって、 新しいプライバシーマスクを作成してください。

1. ［Add］ ボタンをク リ ッ ク します。

2. 画像上に長方形のマスクが表示されますので、 ド ラ ッグして隠したい位置に移動します。

3. マスクの枠、 または右下の角をド ラ ッ ク してマスクのサイズを調節します。

4. ［Privacy mask color］ ド ロ ップダウン リ ス トから、 マスクに使用する色を選択します。

5. ［Mask name］ にマスクの名前 （半角英数字） を入力します。

6. ［Save］ をク リ ッ ク します。

作成したマスクを編集する場合は、 まず Priavcy Masks List からマスク名をク リ ッ ク して選択します。 サイズ

の変更、 位置の移動、 色の変更などを行って ［Save］ をク リ ッ ク して ください。
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Live View レイアウト設定 - Live View Config

レイアウト - Layout

スト リームプロファイル - Stream Profile

［Stream profile］ ド ロ ップダウン リ ス トから、 ［Live View］ ページを開いたと きに最初に使用するス ト リーム

プロフ ァ イルを選択して く ださい。 ド ロ ップダウン リ ス ト には、 デフォル ト のプロフ ァ イルと ［Video］ -
［Stream Profiles］ で作成したプロファ イルが表示されます。 また、 Show stream profile selection にチェッ

クを付ける と、［Live View］ ページにビデオフォーマッ ト を選択するためのプルダウンメニューを表示します。

デフォルト ビューワ - Default Viewer

ド ロ ップダウン リ ス トからお使いのブラウザで使用するデフォルトのビューワを選択して ください。 ビデオエ
ンコーダは、 選択されたビデオフォーマッ ト とビューワの設定にしたがって画像を表示します。

ブラウザ ビューワ 説明

Windows
Internet Explorer

AMC Windows の Internet Explorer でお勧めの方法です （H.264/Motion JPEG）。
QuickTime H.264 （ユニキャスト） のみ閲覧可能です。

Java applet AMCよりも動作が遅く なりますが、AMCをインストールせずに使用できます（Motion
JPEG）。 ただし、以下のいずれかのソフ トウェアがコンピュータにインス トールされ
ている必要があります。
• JVM （J2SE） 1.4.2 以降

• JRE （J2SE） 5.0 以降

Still image 静止画像を表示します。 最新の画像を表示するには、 ブラウザでページの更新を行
う必要があります。

Other Browsers

Server push Internet Explorer 以外のブラウザでお勧めの方法です （Motion JPEG）。
QuickTime H.264 （ユニキャスト） のみ閲覧可能です。

Java applet Server push よりも動作が遅く なります （Motion JPEG）。
Still image 静止画像を表示します。 最新の画像を表示するには、 ブラウザでページの更新を行

う必要があります。
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Live View レイアウト設定 - Live View Config
ビューワの設定 - Viewer Settings

Show viewer toolbar にチェッ クを付ける と、 ブラウザのビデオ画像の下にツールバーを表示します。

Enable H.264 decoder installation にチェッ クを付ける と、 AMC に含まれる H.264 デコーダのインス トール

を許可します。 ラ イセンスされていないデコーダのインス トールを防ぐため、 このオプシ ョ ンのチェッ クを外
してインス トールを実行できないよ うにするこ とができます。 H.264 デコーダの追加ライセンスについては、

Axis 製品の販売店にお問い合わせください。

Show crosshair in PTZ joystick mode にチェッ クを付ける と、 Joystick モードを選択した時に画像の中央に

十字マークを表示します （AMC 以外のビューワを使用する場合のみ有効のオプシ ョ ンです）。

Use PTZ joystick mode as default にチェッ クを付ける と、 Joystick モードをデフォルトで使用します。 この

設定は、 Internet Explorer 以外のブラウザを利用している場合に適用されます。

Enable recording button にチェッ クを付ける と、 AMC （AXIS Media Control） ツールバーに録画ボタンが表

示されます。 ボタンを押すと H.264 形式でお使いのコンピュータに録画できます （H.264 利用時のみ）。

Action ボタン - Action Buttons

Show manual trigger button にチェッ クを入れる と、 ［Live View］ ページ上から手動でイベン ト を開始した

り停止したりするこ とができます。 詳し くは、 39 ページ 「 ト リガイベン ト - Triggered Event」 を参照してく

ださい。

Show snapshot button にチェッ クを入れる と、 ［Live View］ ページ右上にスナップシ ョ ッ ト ボタンが表示さ

れます。 スナップシ ョ ッ ト ボタンを押すとその時の JPEG の静止画が表示され、 ファイルと して保存するこ と

ができます。 このスナップシ ョ ッ ト ボタンは、 Internet Explorer 以外のブラウザを使用している場合、 または

Internet Explorer で ActiveX 以外の方法で画像の更新を行っている場合にお使いいただけます。 Internet
Explorer で ActiveX を使用している場合は、 AMC （AXIS Media Control） ツールバーに含まれているスナッ

プシ ョ ッ ト ボタンを使用するよ うにしてください。

ユーザ定義のリンク - User Defined Links 

下記の例では、 アナログカメ ラを動作させる cgi のリ ンク

を作成しています。

例 ：

1. Show Custom Link 1 をチェッ ク します。

2. 「Pan Start」 のよ う な分かりやすい名前を入力します。

3. ラジオボタンの cgi link をチェッ ク します。

http://<ip>/axis-cgi/com/ptz.cgi?continuouspantiltmove
=30,-30

4. Show Custom Link 2 をチェッ ク します。

5. 「Pan Stop」 のよ う な分かりやすい名前を入力します。

6. ラジオボタンの cgi link をチェッ ク します。

http://<ip>/axis-cgi/com/ptz.cgi?continuouspantiltmove
=0,0

ユーザ定義の CGI リ ンクは、 HTTP API を利用して高度な

コマンドを発行するために使用します。 詳し くは、 Axis の Web サイ トのデベロ ッパーページを参照してくだ

さい。

ユーザ定義の
リンク
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パン / チルト / ズーム - PTZ

パン / チルト / ズームデバイスを接続する

ビデオエンコーダはいくつかのパン / チルト / ズームデバイスのド ライバに対応しています。 利用可能なド ラ

イバは、 Axis の Web サイ トからダウンロードするこ とができます。 詳し くは、 パン / チルト / ズーム対応ビ

デオカメ ラのページ （www.axiscom.co.jp/prod/vdsrv/pan.htm） を参照してください。

以下の手順にしたがって、 パン / チルト / ズームデバイスのド ライバをインス トールしてください。

1. パン / チルト / ズームデバイスを適切なケーブルを利用してビデオエンコーダの RS-422/RS-485 コネクタ

に接続します。 RS-422/RS-485 コネクタについては、 56 ページ 「各種コネクタ」 を参照して ください。

2. ビデオエンコーダの内部 Web ページ

に ア ク セ ス し、 ［Setup］ - ［System
Options］ - ［Ports & Devices］ - ［COM
Port］を開きます。［Port mode］ド ロ ッ

プダウン リ ス トから、使用するモード
（RS-485 2 wire、 RS-485 4 wire、
RS-422 2/4 wire） を選択します。

3. Port Settings 欄の ［Usage］ ド ロ ップ

ダウン リ ス ト から 「Pan Tilt Zoom」

を選択し、 ［Apply］ ボタンを ク リ ッ

ク します。

4. PTZ Driver Management 欄の

［Upload］ ボタンを ク リ ッ ク し ます。

ド ラ イバのインス ト ール画面が表示
されます。

5. ［参照 ...］ をク リ ッ ク してインス トールする ド ライバを選択し、 ［Upload］ をク リ ッ ク します。 （ド ラ イバ

は Axis の Web サイ トからダウンロード しておいてください）。 インス トールが完了したら、 ［Close］ をク

リ ッ ク します。

6. ［Port Options...］ をク リ ッ ク します。 選択したド ラ イバに対応するデフォルト値が表示されますので、 必

要に応じて設定を修正します。 ウ ィンド ウは ［OK］ で閉じます。

7. Video Source Configuration 欄で、 パン / チルト / ズームデバイスを接続している入力ソース （Video 1）
にチェ ッ クを付けて ［Apply］ をク リ ッ ク します。 ［Device Type］ ド ロ ップダウン リ ス トが表示されます

ので、 選択したソースに接続されているパン / チルト / ズームデバイスの種類を選択します。

8. ［Save］ をク リ ッ ク して設定を保存します。

注意 ：

• ビデオエンコーダにインス トールしたパン / チルト / ズームデバイスのド ライバは、 ビデオエンコーダを工場
出荷時のデフォルト設定にリセッ トすると削除されます。

• パン / チルト / ズームデバイスのドライバはビデオエンコーダと ともにテス ト を行った上で適切に動作するも
のを公開しておりますが、 Axis はその互換性および動作について一切保証をいたしません。

• 上級ユーザおよびアプリケーシ ョ ン開発者の方は、 CGI パラメータや TCP/IP クライアン ト を利用した一般的
なパン / チルト / ズームコン ト ロールに HTTP API を使用することができます。詳し くは、Axis の Web サイ ト
のデベロッパーページ （http://www.axiscom.co.jp/sup/video/dev/） を参照して ください。 なお、 HTTP API に
関するサポートは行っておりません。

• ［Save］ をク リ ッ クする前に、 ［Port mode］ ド ロップダウンリス トから適切なモード （RS-485 2 wire、 RS-485
4 wire、 RS-422 2/4 wire） が選択されていることを確認します。正しいモードが選択されていない場合は、再
度選択してから ［Apply］ ボタンをクリ ックして く ださい。
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パン / チルト / ズームコン ト ロール

ビデオエンコーダにパン / チルト / ズームデバイスを接続し、適切なド ライバをビデオエンコーダにアップロー
ドする と、 ［Live View］ ページにパン / チルト / ズームコン ト ロールバーが表示されます。 管理者は、 これら
のコン ト ロールバーの表示、非表示を設定するこ とができます。詳し くは、 36 ページ 「高度な設定 /Advanced
- Controls」 を参照して ください。

初期設定では、 ［System Options］ - ［Security］ - ［Users］ ページで定義済みのユーザのみにパン / チルト /
ズームのコン ト ロールを許可するよ う設定されています。［Users］ ページの Enable anonymous viewer login
オプシ ョ ンと Enable anonymous PTZ control login オプシ ョ ンを有効にするこ とで、 匿名ユーザにパン / チ
ルト / ズームのコン ト ロールを許可できます。

ビデオエンコーダにアップロード されているパン / チルト / ズーム用のド ライバに応じて、 ［Live View］ ペー
ジに対応するコン ト ロールバーが表示されます。 一般的なコン ト ロールバーは、 以下の 4 種類です。

• パン （PAN） - カメ ラを左右に動かします。

• チルト （TILT） - カ メ ラを上下に動かします。

• ズーム （ZOOM） - 被写体に対してズームイン、 ズームアウ ト します。 このコン ト ロールはズームレンズ
が取り付けられているカメ ラでのみ使用するこ とができます。

• アイ リ ス （IRIS） - 画像の明るさを調節します。

コン ト ロールバー上をク リ ッ ク した り、 バーの両端の矢印をク リ ッ ク してカメ ラを新しい位置に移動させるこ
とができます。 移動の方法、 また移動量は、 お使いのパン / チルト / ズームド ライバによって異なり ます。

右の図のよ うなコン ト ロールバーの場合、 ク リ ッ クする位置がコン ト
ロールバーの中心から遠ざかる と、 移動する量もそれに応じて大き く
な り ます。

右の図のよ う なコン ト ロールバーでは、 デバイスの対応する可動範
囲内のあらかじめ定義された位置が目盛で表示されます。 バーの中
央に位置する目盛は、 カ メ ラの可動範囲の中間地点である こ とを示
します。 バー上の特定の位置をク リ ッ クする と、 カ メ ラは新しい位置まで動きを止めるこ とな く スムーズに移
動します。 バーの両端の矢印をク リ ッ ク した場合は、 1 ステップずつ位置を移動します。
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Control Panel

［Live View］ ページまたは ［Preset Positions］ ページ上の をク リ ッ クする
と、 以下のよ うな操作を行うためのウ ィンド ウが表示されます。 表示されるボタンは、
使用しているパン / チルト / ズームド ライバによって異なり ます。

• Auto focus - ピン ト合わせの自動調整のオン / オフを切り替えます。

• Auto iris - 画像の輝度の自動調整のオン / オフを切り替えます。

• Backlight comp - 逆光補正機能のオン / オフを切り替えます。

• Close panel - Control Panel を閉じます。

CGI リンクを利用してパン / チルト / ズームデバイスをコン ト ロールする

［Live View］ ページ上に表示されるユーザ定義の CGI リ ンクを利用して、 PTZ コマンドなどの HTTP API リ ク
エス ト を送るこ とができます。 詳し くは、 31 ページ 「ユーザ定義のリ ンク - User Defined Links」 を参照して
ください。

パン / チルト / ズームのコン トロールモード

カメ ラのパン / チルト / ズームは、 コン ト ロールバーで操作する以外に、 マウスで画像を直接ク リ ッ クするこ
とによ り、希望の位置にカメ ラの向きを調節するこ とができます。この場合のコン ト ロールモードには、「Center
Mode」 と 「Emulated Joystick Mode」 の 2 種類があ り ます。

コン ト ロールモードの切り替えは、 AXIS Media Control （AMC） で画像を表示している場合は AMC の設定の
［PTZ］ タブで行います。 AMC の設定について詳し くは、 16 ページ 「AXIS Media Control をインス トールす
る」 を参照ください。

Java Applet で画像を表示している場合は、 画像内を右ク リ ッ ク して切り替えます。

• Center Mode （Center） - ク リ ッ ク した位置が中心となるよ うにカメ ラ画像が移動します。

• Emulated Joystick Mode （Joystick） - カメ ラ画像の中心から相対的にマウスポインタが指している方向 （上

下左右） に移動します。

ホイールマウスをお使いの場合は、画像内でホイールボタンをク リ ッ ク して、上下にスクロールさせるこ とで、
ズームイン / ズームアウ ト を行う こ とができます。

パン / チルト / ズームの設定 - PTZ
ビデオエンコーダにパン / チルト / ズームデバイスが正し く接続される と、 設定ページに PTZ リ ンクが表示さ
れます。
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プリセッ トポジシ ョ ン - Preset Positions

プリセッ ト ポジシ ョ ンとは、 あらかじめパン / チルトの位置や、 ズームの状態を設定したものです。 プリセッ

ト ポジシ ョ ンを利用する と、 簡単かつ素早く希望の画像にアクセスするこ とができます。 また、 イベン トが ト
リガされた時に設定したプリセッ ト ポジシ ョ ンにカメ ラを移動させるこ と もできます。

［Setup］ - ［PTZ］ - ［Preset Positions］ の Preset Position Setup 欄で、 パン / チルト / ズームコン ト ロールを

操作してカメ ラのポジシ ョ ンを決定します。 希望のポジシ ョ ンが得られたら、 ［Current position:］ フ ィールド

に名前を入力し、 ［Add］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ：

入力できる文字列は半角英数のみです。

作成したプリセッ ト ポジシ ョ ンは、 ［Live View］ ページの ［Source］ ド ロ ップダウン リ ス トから選択するこ と

ができます。 また、 イベン トやガードツアーで利用するこ とができます。

プリセッ ト ポジシ ョ ンの 1 つをホームポジシ ョ ンと して設定するこ とができます。ホームポジシ ョ ンは、［Live
View］ ページおよび ［Preset Positions］ ページに表示される ［Home］ ボタンをク リ ッ ク して簡単にアクセス

するこ とができます。 ホームポジシ ョ ンに設定されたポジシ ョ ンは、 名前の後ろに （H） が表示されます （例 ：

Office Entrance (H)）。

ガードツアー - Guard Tour

ガードツアーとは、 異なるプ リセッ ト ポジシ ョ ンからのビデオス ト リームを指定した順番、 またはランダムに
表示する機能です。シーケンスモード とは異なり、ガードツアーを開始する とユーザがログオフして Web ブラ
ウザを閉じた後もビデオエンコーダは動作し続けます。

ガードツアーを作成するには、 ［Setup］ - ［PTZ］ - ［Guard Tour］ ページで ［Add...］ をク リ ッ ク します。

Name - ガードツアーの名前を入力します。 Random view order オプシ ョ ンにチェッ クを付ける と、 選択した
プリセッ ト ポジシ ョ ンからのビデオス ト リームをランダムに表示します。

注意 ：

入力できる文字列は半角英数のみです。

Pause between runs - ガードツアーが一回終了した後、次の回のガードツアーが開始するまでの待機時間を分
で設定します。

Add preset to guard tour - ガード ツアーに追加するプ リ セッ ト ポジシ ョ ンを リ ス ト ボッ ク スから選択し、
［Apply］ をク リ ッ ク します。 追加したプリセッ ト ポジシ ョ ンが一覧に表示されますので、 必要に応じて以下の
設定を行ってください。 プ リセッ ト ポジシ ョ ンをガードツアーから削除する場合は、 削除するプリセッ ト ポジ
シ ョ ンの右端に表示されている ［Remove］ をク リ ッ ク します。

• View Time - ビデオスト リームを表示する時間を seconds （秒） または minutes （分） で指定します。

• Move Speed - パン / チルト / ズームデバイスの移動速度を指定します。

• View Order - 表示する順番を指定します。 Random view order オプシ ョ ンがチェ ックされている場合は、 ここ

で指定した順番は無効になります。

［Save］ をク リ ッ ク して ［Close］ でウ ィンド ウを閉じる と、 作成が完了します。 ガードツアーを開始 / 終了す
るには、 登録したガードツアーを一覧から選択して ［Start/Stop］ ボタンをク リ ッ ク して ください。 登録済み
のガードツアーを編集するには ［Start/Stop］ ボタンをク リ ッ ク してから ［Modify］ ボタンを、 削除するには
［Remove］ ボタンをク リ ッ ク します。
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高度な設定 /Advanced - Device

［Setup］ - ［PTZ］ - ［Advanced］ - ［Device］ ページでは、 インス トールしたパン / チルト / ズームド ライバ固
有の設定を行います。 設定可能なオプシ ョ ンは、 ご利用のド ライバによって異なり ますが、 主なものは以下の
とおりです。

• Movement limits は、 パン / チルト / ズームデバイスのパン、 チルト、 ズームの許容範囲を設定します。 パン

/ チルト / ズームデバイスの左右および上下の動作を制限することにより、監視の対象を限られた範囲に設定

することができます。 Zoom wide/tele limits を指定すると、指定した範囲内でのズームアウト / ズームインだ

けを許可することができます。 また Focus limits を指定すると、 指定した範囲 （パン / チルト / ズームデバイ

スからの距離）に含まれる被写体に対してピン ト合わせを行わないようにすることができます。Zoom Enabled
や Focus Enabled のチェ ックを外すと、 Zoom や Focus のコン ト ロールが無効になり、 ［Live View］ ページ上に

Zoom バーや Focus バーが表示されな く なります。

• Move speed はパン / チルト / ズームデバイスのパン / チルト動作の速度を決定します。 デフォルトでは、 最

も速く動作するよう設定されています。

高度な設定 /Advanced - Controls

Panel Shortcut Command Buttons

Control Panel 上にコマンドのボタンを表示します。 この機能は、 HTTP API を利用して高度なコマンドを発行

するために使用します。 詳し くは、 Axis の Web サイ トのデベロ ッパーページを参照してください。

Enable/Disable controls

チェッ クボッ クスのチェッ クを外すと、 パン / チルト / ズームバーなどのコン ト ロールを非表示にするこ とが

できます。 この設定は、 パン / チルト / ズームコン ト ロールが表示されるすべてのページ （例 ： Live View、

Preset Positions） に適用されます。 このオプシ ョ ンは、 Administrator 権限を持つユーザのみが変更するこ と

ができます。

OSD Menu 

お使いのパン / チルト / ズームデバイスが内部設定メニューに対応している場合、 このページから設定項目に

アクセスするこ とができます。 表示される内部メニューを利用してアナログカメ ラの設定を行ってください。

パン / チルト / ズームコン ト ロールキュー - Control Queue

Enable PTZ control queue - 管理者はパン / チルト / ズームコン ト ロールのためのキューを設定するこ とができ
ます。 このオプシ ョ ンにチェッ クを付ける と、［Live View］ ページ上に Request control ボタンが表示されます。
Request control ボタンをク リ ッ クする と、 ［Control queue polltime］ で設定されている時間だけパン / チルト /
ズームを優先的にコン ト ロールするこ とができます。 他のユーザがパン / チルト / ズームをコン ト ロールして
いる と きに Request control ボタンをク リ ッ クする と、Position in queue に登録され、コン ト ロールの順番待ち
の状態となり ます。

Limit number of users in queue to - キューに登録可能なユーザ数を設定します。 デフォルト値は 20 で、 最大
100 まで設定するこ とができます。
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PTZ コン ト ロールキューにおけるパン / チルト / ズームのコン ト ロールの優先順位は、 ユーザのアクセスレベ
ルに準じます。 よ りアクセスレベルの高いユーザがキューに加わった場合、 コン ト ロール権はそのユーザに移
動し、 アクセスレベルの低いユーザはコン ト ロールの順番待ちの状態とな り ます。

コン ト ロールの優先順位は、 以下のよ うにな り ます。

注意 ：

• グループに属するユーザを識別するため、 お使いの Web ブラウザでクッキーが有効に設定されている必要が
あります。

• ［Setup］ - ［System Options］ - ［Security］ - ［Users］ ページで、 Enable anonymous viewer login と Enable
anonymous PTZ control login のチェ ックが外れていることを確認して く ださい。

1 Administrator ［System Options］ - ［User］ で登録された Admnistrator グループに属するユーザ。
PTZ コマンドを送ってから 60 秒が経過すると、 キューから削除されます。

2 Event

［System Options］ - ［Evnet Configuration］ で設定されたイベン ト。 アラームがト リ
ガされた時にキューを取得し、特定の位置にカメラを 20 秒間移動させるなどのイ
ベン ト を作成することができます。 Administrator がキューにいない場合は、 イベ
ン トがキューの先頭に入ります。

3 Operator ［System Options］ - ［User］ で登録された Operator グループに属するユーザ。 PTZ
コマンドを送ってから 60 秒が経過すると、 キューから削除されます。

4 Guard Tour

［System Options］ - ［PTZ］ - ［Guard Tour］ で設定されたガードツアー。Administrator、
Event、 Operator がキューに加わるとガードツアーが順番待ちの状態になる場合が
ありますが、 これらの優先順位の高いユーザおよびイベン トがキューからいな く
なると、 ガードツアーが再開します。

5 Viewer

［System Options］ - ［User］ で登録された Viewer グループに属するユーザ。 ガード
ツアーが実行されている間は、常にコン ト ロール待ちの状態となります。Viewer に
属するユーザのコン ト ロールは、 60 秒が経過するとキューに登録されている次の
ユーザ （Viewer） に移動します。
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イベン トの設定 - Events
この章では、 AXIS M7001 のアラームおよびイベン トの設定方法について説明します。 ビデオエンコーダは、

設定したイベン トが実行されたと きに、 指定した動作を行う よ う設定するこ とができます。

注意 ：

AXIS M7001 がイベン ト設定で送信する画像は、 JPEG の静止画像のみとなります。 H.264 スト リーミングは送信
できません。

イベン トサーバ - Event Servers

Event Servers は画像ファイルをアップロード した り、 E-mail による通知を受信するために使用します。 ビデ

オエンコーダでイベン ト用のサーバを設定するには、 ［Setup］ - ［Evnets］ - ［Event Servers］ を開き、 使用

するサーバの種類に応じて必要な情報を入力してください。

注意 ：

Event Server への接続が失敗すると、プリ ト リガおよびポスト ト リガバッファに一時保存された画像データは失わ
れます。

設定が完了したら、 ［Test］ ボタンをク リ ッ ク して接続をテス トするこ とができます （接続テス トの所要時間は

約 10 秒です）。 FTP での接続テス トは、 .test.[任意の文字列 ] という よ う なファ イルを 1 つ書き込みます。

イベン トの送信先が E-mail の場合は、 ［System Options］ - ［Network］ - ［SMTP (email)］ でメールサーバの

設定を行ってください。

Event Servers FTP サーバなど、 イベン トの受信先を設定するページです。

Event type ビデオエンコーダがいつどのようにイベン ト を実行するかを設定するページです。

Triggered Event モーシ ョ ン検知などを ト リガと してイベン ト を開始します。

Scheduled Event あからじめ定義した時間にイベン ト を実行します。

Action イベン トがト リガされた時に行う動作です。たとえば、 FTP サーバに画像をアップロード
したり、 電子メールで通知を行ったり します。

追加する
サーバの種類

用途 設定項目

Add FTP FTP で画像を送信する
ときの送信先を指定し
ます。

• Name - この設定の設定名 （任意、 半角英数のみ）

• Network address - ネッ トワークアドレス （IP アドレスまたはホスト名）

• Upload path - アップロードパス （例 ： images/）
• Port number - ポート番号 （通常は 21 です）

• User name - FTP サーバのログオンで使用するユーザ名

• Password - FTP サーバのログオンで使用するパスワード

• Use passive mode- FTP サーバへ PASV モードでログインする必要がある

場合にチェ ックを付けて ください。 （デフォルトはオフ）

• Use temporary file - FTP サーバへファイルを書き込みするとき、一時ファ

イルとして書き込み rename する場合にチェ ックを付けて ください。（デ

フォルトはオフ）

Add HTTP HTTP で通知メ ッ セー
ジを送信したり、 画像
を送信するときの送信
先を指定します。

• Name - この設定の設定名 （任意、 半角英数のみ）

• URL - HTTP サーバの URL （IP アドレスまたはホスト名）

• User name - HTTP サーバへのアクセスで使用するユーザ名

• Password - HTTP サーバへのアクセスで使用するパスワード

• Proxy address - プロキシアドレス （必要な場合のみ）

• Proxy port - プロキシポート （必要な場合のみ）

• Proxy user name - プロキシユーザ名 （必要な場合のみ）

• Proxy password - プロキシパスワード （必要な場合のみ）

Add TCP TCP で通知メ ッセージ
を送信するときの送信
先を指定します。

• Name - この設定の設定名 （半角英数のみ）

• Network address - ネッ トワークアドレス （IP アドレスまたはホスト名）

• Port - ポート番号 （例 ： 80）
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ネッ ト ワークアドレス、 HTTP サーバの URL にホス ト名 （example.com など） を入力した場合は、 ［System
Options］ - ［Network］ - ［Advanced］ で DNS サーバの設定を行ってください。

イベン ト を受信するサーバがビデオエンコーダ とは別のネッ ト ワークにある場合は、 ［System Options］ -
［Network］でサブネッ トマスク、デフォルトルータをお使いのネッ ト ワーク環境に合わせて設定してください。

イベン ト タイプ - Event Types

Event Types は、 ビデオエンコーダがいつ、 どの

よ う にイベン ト を実行するかを設定したパラ
メータセッ トです。

例 ：

ビデオエンコーダに接続したカメ ラの前を人が通過し

たときにモーシ ョ ン検知を行うよう設定し、 モーシ ョ

ン検知が行われたときの画像を FTP サーバに保存した

り、 定義済みのメールアドレスに画像を添付して送信

するイベン ト を設定することができます。

注意 ：

AXIS M7001 は最大 10 個のイベン ト を設定することができます。ただし、作成したイベン トの中で画像をアップ

ロードするよう設定できるイベン トは、 3 個までです。

ト リガイベン ト - Triggered Event

Triggered Event は、 以下の条件を ト リガとするこ とができます。

• Manual trigger - ［Live View］ ページの Trigger ボタンをオンにしたと き。

Manual trigger ボタンを表示するには、［Setup］ - ［Live View Config］ - ［Layout］ で Show manual trigger
button にチェッ クを付けてください。

• Video loss - ビデオソースの信号が途切れたと き。

• Motion detection - モーシ ョ ン検知ウ ィンド ウで検知されたと き。

• starts - モーシ ョ ン検知ウインドウ内で動きがあったとき。

• stop - モーシ ョ ン検知ウインドウ内で動きが止まったとき。

• starts-stops - モーシ ョ ン検知ウインドウで動きが検知された時か、 止まったとき。

• On boot - 電源が切れるなど、 ビデオエンコーダが再起動したと き。

• Pan Tilt Zoom - 画像が選択したプリセッ ト ポジシ ョ ンへ移動したと き。

Triggered Event が動作したと きに実行できる動作は以下のとおりです。

• Save stream - FTP/HTTP/Mail で JPEG 画像を送信します。

• Send email notification - イベン トが ト リガされたこ とを メールで通知します。

• Send HTTP notification to - イベン トが ト リガされたこ とを HTTP で通知します。

• Send TCP notification to - イベン トが ト リガされたこ とを TCP で通知します。

• Go to PTZ preset - プリセッ ト ポジシ ョ ンで登録した位置にカメ ラを動かします。

• Run Guard Tour - ガードツアーを開始します。

Triggered Event の設定方法

以下の例では、 ドアが開いたと きに画像をアップロードする方法について説明します。

1. ［Event Types］ ページを開き、 ［Add triggered...］ ボタンをク リ ッ ク します。

2. Name フ ィールドに、 イベン トの名前を半角英数字で入力します （例 ： Door）。

3. Priority を、 High、 Normal、 または Low から選択します。 通常は Normal で構いません。 High を選択し

た場合、 Web サーバと しての機能を含め、 ビデオエンコーダのどのサービスよ り も優先してイベン トが動

作します。 Low はその逆です。
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4. Set min time interval between triggers では、イベン ト タイプで設定したイベン トが再度ト リガを実行す

るまでに待機する時間を設定するこ とができます。 設定可能な時間は、 00:00:01 （1 秒） ～ 23 ： 59 ： 59
（23 時間 59 分 59 秒） までです。 最初のイベン トが実行される と同時に設定した待機時間のカウン トが開

始されます。 待機時間を設定したくない場合は、 00:00:00 と して ください。

5. Respond to Trigger... パラ メータを利用して、 いつイベン ト を動作させるかを設定します。

• Always - 曜日や時刻に関係な く常にイベン ト を動作させたい場合にチェ ックします。

• Only during time frame - 指定した曜日や時刻の間だけイベン ト を動作させたい場合に指定します。

Start Time ： 開始時間。

Duration Time ： 継続時間。 開始時間からどの位の時間イベン ト動作を有効にするかを指定して ください。

6. Triggered by... ド ロ ップダウン リ ス トからどのよ うにしてイベン ト を ト リガするかを選択します （例 ： ド

アが開いたと きにモーシ ョ ン検知を利用して ト リガする場合は Motion detection を選択し、使用するモー

シ ョ ン検知ウ ィンド ウをド ロ ップダウン リ ス トから選択。 モーシ ョ ン検知ウ ィンド ウはあらかじめ設定し
ておきます。 詳し くは、 42 ページ 「モーシ ョ ン検知 - Motion Detection」 を参照して ください）。

7. When Triggered... パラ メータを利用して、 イベン トが ト リガされたと きに行う動作を設定します （例 ：

FTP サーバに画像をアップロードする場合は Save stream を選択して ［Select type］ から FTP を選択。FTP
サーバはあらかじめ Evnet Servers ページで設定しておきます。 Event Servers については、 38 ページ 「イ

ベン トサーバ - Event Servers」 を参照してください）。

8. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 Event Types List に作成したイベン トが表示されます。

プリ ト リガバッファ とポスト ト リガバッファ

この機能は、 ト リガの直前と直後、 たとえばドアが開く 30 秒前と ドアが開いた後などの状況を確認するのに

便利です。 ［Event Types］ - ［Add Triggered...］ ボタンをク リ ッ ク し、 When Triggered ... の Save stream
チェッ クボッ クスのチェッ クを付ける と、 設定可能なオプシ ョ ンが表示されます。 アップロード される画像は
すべて JPEG 形式の画像になり ます。

Image frequency - フレームレートの希望値を設定します。

Include pre-trigger buffer - ト リ ガが発生する直前の画像をビデオエンコーダの内部に保存します。プリ ト リ

ガバッファを使用する場合は、チェッ クボッ クスのチェッ クを付けて録画する時間（秒、分、時間）を指定します。

Include post-trigger buffer - ト リ ガが発生した直後の画像を保存します。 ポス ト ト リガバッファを使用する

場合は、 チェッ クボッ クスのチェッ クを付けて録画する時間 （秒、 分、 時間） を指定します。

注意 ：

• Event Servers で設定したサーバとの接続に失敗すると、 プリ ト リガバッファおよびポスト ト リガバッファの
データは失われます。

• プリ / ポスト ト リガバッファの最大記録時間は、選択した画像の解像度およびフレームレートによって異なり
ます。

• プリ / ポスト ト リガバッファのサイズがビデオエンコーダの内部メモリに対して大きすぎる場合、 フレーム
レートの低下が生じてフレームが欠けることがあります。 このようなことが発生した場合は、 ビデオエンコー
ダのログファイルにログが残ります。

Continue image upload (unbuffered) - プリ / ポス トバッファを使わずに、 イベン ト ト リガが実行されて

いる間だけ画像のアップロードを一定の時間行います。アップロードする時間を秒、分、時間で指定する
（Upload for） か、 ト リ ガがアクテ ィブの状態である限り アップロード を行 う （Upload as long as the
trigger is active） か、 いずれかのオプシ ョ ンを選択します。 最後に、 使用するフレームレート を選択し

ます。 最大 （Maximum possible）、 または使用するフレームレート を指定して ください。 ビデオエンコー

ダをお使いの環境で可能な限りのフレームレート を得るこ とができますが、 実際の値は指定した値とは異なる
場合があ り ます。

画像の保存方法とファイル名

Select type - 画像のアップロード方法を選択します。
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Create folder - 画像のアップロード方法 （Select upload type） で FTP または HTTP を選択した場合、 イベン

ト ごとに異なるフォルダを作成して画像をアップロードするこ とができます。 使用するフォルダ名を入力して
ください。 フォルダ名にはオプシ ョ ンパラ メータを使用するこ と もできます。 オプシ ョ ンパラ メータについて
詳し くは、 ヘルプページ （英語） をご覧ください。

Base File Name - ファイル名を指定します。

• Add date/time suffix - Base File Name に、 日付と時刻を付加します。

• Add sequence number suffix - Base File Name に、 連番を付加します。

• Add sequence number suffix up to xxx and then start over - Base File Name に、 指定した番号までの連番を付加

します。

• Overwrite/Use own file format - Base file name で指定した名前で常に上書きで送信、 または指定したオプシ ョ

ンパラ メータに従ってファイルに名前を付けて送信します。 オプシ ョ ンパラ メータについて詳し くは、 ヘル
プページ （英語） をご覧ください。

Use stream profile - 画像の保存、 送信時に使用するス ト リームプロファ イルを選択します。

スケジュールイベン ト - Scheduled Event

Scheduled Event は、 あらかじめ定義した時間、 曜日に繰り返し行う イベン ト を設定するこ とができます。 指

定できる動作は以下のとおりです。

• Save stream - FTP/HTTP/Mail で JPEG 画像を送信します。

• Send email notification - イベン トが ト リガされたこ とを メールで通知します。

• Send HTTP notification to - イベン トが ト リガされたこ とを HTTP で通知します。

• Send TCP notification to - イベン トが ト リガされたこ とを TCP で通知します。

• Go to PTZ preset - プリセッ ト ポジシ ョ ンで登録した位置にカメ ラを動かします。

• Run Guard Tour - ガードツアーを開始します。

Scheduled Event の設定方法

以下の例では、 指定した時間に電子メールに画像を添付して送信する方法について説明します。

1. ［Event types］ ページを開き、 ［Add scheduled...］ ボタンをク リ ッ ク します。

2. Name フ ィールドに、 イベン トの名前を半角英数字で入力します （例 ： Mail）。

3. Priority を、 High、 Normal、 または Low から選択します。 通常は Normal で構いません。 High を選択し

た場合、 Web サーバと しての機能を含め、 ビデオエンコーダのどのサービスよ り も優先してイベン トが動

作します。 Low はその逆です。

4. Activation Time パラ メータを利用して、 いつイベン ト を動作させるかを設定します （例 ：金曜 （Fri） の

午後 6 時に開始 （Start time ： 18:00） して 62 時間 （Duration ： 62:00） 動作させる）。

5. When Activated... パラ メータを利用して、 イベン トが ト リガされたと きに行う動作を設定します （例：電

子メールで画像を送信する場合は Email を選択し、 メールアドレスなどを入力します。 メールサーバはあ

らかじめ ［System Options］ - ［Network］ - ［SMTP (email)］ ページで設定をしておきます。 FTP サーバに

画像を送信する場合は、FTP を選択して送信先の FTP サーバを選択します。FTP サーバはあらかじめ Event
Servers ページで設定をしておきます。 Event Servers については 38 ページを参照してください。 画像の

ファイル名については、 40 ページ 「画像の保存方法とファ イル名」 を参照して ください）。

6. ［OK］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 Event Types List に作成したイベン トが表示されます。
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モーシ ョ ン検知 - Motion Detection

モーシ ョ ン検知機能は、 画像内に変化が起こった時 （または停止した時） にアラームを生成するのに使用する
こ とができます。 最大 10 個のモーシ ョ ン検知ウ ィンド ウを作成するこ とができます。

• Included Windows - 画像内で特定した範囲を選択して検知の対象とします。

• Excluded Windows - 検知の対象外とする場所がある場合に指定します。

設定が完了する と、作成したウ ィンド ウが［Triggered Event Type Setup］の Triggered by... の In windows
リ ス トに表示されます。 詳し くは、 39 ページ 「 ト リガイベン ト - Triggered Event」 を参照して ください。

注意 ：

モーシ ョ ン検知を使用すると、 ビデオエンコーダ全体のパフォーマンスがやや下がります。

モーシ ョ ン検知の設定方法

1. ［Evnets］ - ［Motion Detection］ をク リ ッ ク します。

2. Configure Included Windows ラジオボタンをク リ ッ ク します。

3. ［New］ をク リ ッ ク します。

4. Window name フ ィールドに分かりやすい名前を入力します。

5. ウ ィンド ウの右下をド ラ ッグしてウ ィンド ウサイズを調整します。 また、 ウ ィ ンド ウのタイ トル （ウ ィ ン
ド ウ名の部分） をド ラ ッグしてウ ィンド ウの位置を調整します。

6. Object size、 History、 および Sensitivity プロファイルスライダー （詳細は下表を参照） を調整します。 ア

クティブなウ ィンド ウ （赤枠で表示されているウ ィンド ウ） 内で変化が検知される と、 Activity ウ ィンド

ウに折れ線グラフのよ うにその状態が表示されます。

7. ［Save］ をク リ ッ ク して保存してください。

Included Window 内で検知の対象外としたい部分がある場合は、 Configure Excluded Windows ボ
タンをクリ ッ クして上記 1 ～ 7 の手順でウィンドウを作成し、 位置を調整して ください。

パラ メータ Object Size History Sensitivity

説明 ウ ィ ン ド ウの大き さ に対し
て、 どの程度の変化を検知す
るかを設定します。

検出時間を設定します。 明るさの違いによる感度を設
定します。

高レベル(100) Activityウィンドウの黒いライ
ン （検知ライン） が上に上が
り、 画面内の大きな変化で検
知するようになります。

1 回の動きに対して比較的長
い時間、 動きがあったこ とを
検知し続けます。

光に対する反応が敏感になり
ます。 普通の背景で色のある
ものが検知対象となります。
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注意 ：

• ビデオエンコーダの画像を回転または反転させて表示した場合、モーシ ョ ン検知ウィンドウは元の画像位置の
まま表示されますが、 検知ウィンドウは被写体に対して指定した場所通りに動作します。

• モーシ ョ ン検知ウィンドウの縦と横のサイズは、仕様上 8 ピクセルで割り切れるサイズに自動的に調整されま
す。

• モーシ ョ ン検知ウィンドウを作成する場合は、大きなウィ ンドウを 1 つ作成するよりも、小さなウィ ンドウを
複数作成して動きを検出するようにして ください。

• 複数の Motion JPEG の設定を同時に使用することはできません。 たとえば、 他のユーザが ［Live View］ ペー
ジから異なる Motion JPEG ス ト リームの設定を利用して画像にアクセスすると、 エラーメ ッセージ “503
service unavailable” が表示されます。

中レベル (50) - - ある程度大きな輝度の違いが
検知に必要になります。

低レベル (0) Activityウィンドウの黒いライ
ン (検知ライン )が下へ下がり、
画面内のわずかな変化でも検
知するようになります。

画面内の動きが止まるとすぐ
に検知しな く なります。

光に対し ての反応が鈍 く な
り、 暗い背景の、 非常に明る
いものだけが検知の対象とな
ります。

推奨値 5 ～ 15％ 60 ～ 90％ 75 ～ 95％

デフォルト 15％ 90％ 90％

設定例 小さい物体に反応させたい場
合は、Object size を低めに設定
します。 小さい物体に反応さ
せた く ない場合は、 Object size
を高めに設定します。

短時間に多 くの動きがある被
写体で検知回数を減らしたい
場合は、 History を高めに設定
します。

光の明滅だけを検知させたい
ような場合には、Sensitivitiy を
低めに設定します。通常は、高
めに設定して く ださい。

パラ メータ Object Size History Sensitivity
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システムオプシ ョ ン - System Options

セキュリテ ィ - Security

ユーザ - Users

ユーザのアクセスコン ト ロールは、 デフォルトで有効に設定されています。 管理者は、 ユーザ名とパスワード
を設定してビデオエンコーダにアクセス可能なユーザを定義するこ とができます。 また、 匿名ユーザアクセス
を許可するこ とによって ［Live View］ ページに誰でも自由にアクセスできるよ う設定するこ と も可能です。

Users List

現在登録されているユーザとそのアクセスレベルが表示されます。 ユーザは 20 名まで登録できます。 ユーザ

の追加を行うには、 ［Add］ ボタンをク リ ッ ク して ください。 開いたウ ィンド ウでユーザ名 （User name） 、 パ

スワード （Password） 、 ユーザーグループ （User group） を設定します。 ユーザグループの各アクセスレベル

の詳細は、 以下の表を参照してください。

注意 ：

root ユーザ （あらかじめ定義されている管理者権限を持つユーザ） を削除することはできません。

HTTP/RTSP Password Settings

許可するパスワードの種類を選択します。 暗号化をサポート していないク ライアン トからのログオンを許可す
る場合は、 Encrypted & unencrypted または Unencrypted only を選択するよ うにしてください。

User Settings

チェッ クボッ クスを利用して以下のオプシ ョ ンの有効 / 無効を切り替えてください。

• Enable anonymous viewer login - ［Live View］ ページへの匿名ユーザアクセスを許可します。 ただし、

［System Options］ - ［Advanced］ - ［File Upload］ ページで、 Own Home Page を有効にしている場合は

適用されません。

• Enable anonymous PTZ control login - 画像を閲覧しているユーザに、 ［Live View］ ページ上に表示され

ているパン / チルト / ズームのコン ト ロールを許可します。

• Enable Basic Setup - 設定ページの左側のリ ンクに ［Basic Setup］ を表示します。 ［Basic Setup］ にはビ

デオエンコーダの基本的な設定項目が含まれています。 このオプシ ョ ンのチェッ クを外すと、 リ ンクの一覧
から ［Basic Setup］ が表示されなくな り ます。

IP アドレスのフ ィルタ リング - IP Address Filter

管理者は、 Filtered IP Addresses リ ス トにアクセスを許可または拒否するコンピュータの IP アドレスを追加

できます。 IP アドレスの追加後に Enable IP address filtering チェッ クボッ クスのチェッ クを付けて、 追加し

た IP アドレスに対してアクセスを許可 （Allow） するか、 拒否 （Deny） するかを選択して ［Apply］ ボタンを

ク リ ッ クする と、 リ ス トに含まれている IP アドレスを持つコンピュータに対してフ ィルタ リ ングが有効とな り

ます。

これらの IP アドレスを持つコンピュータからビデオエンコーダにアクセスするユーザは、 適切なアクセス権

（Viewer、 Operator または Administrator） と と もに User List に定義されている必要があ り ます。

アクセスを許可または拒否する IP アドレスの設定方法

1. 一番上の Enable IP address filtering にチェッ クを付けます。

Viewer ［Live View］ ページへのアクセスだけが可能な、 最も低いアクセス権です。

Operator ［Live View］ ページへのアクセス、 イベン ト作成と修正など、 System Options 以外の設
定項目を変更できます。［System Options］ ページにはアクセスすることはできません。

Administrator すべてのページへのアクセスが可能です。
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2. アクセスを許可する IP アドレスを登録する場合は 「Allow」、 アクセスを拒否する IP アドレスを登録する

場合は 「Deny」 を選択し、 ［Apply］ ボタンをク リ ッ ク します。

3. Filterd IP Address 欄の ［Add］ ボタンをク リ ッ ク します。 表示されたウ ィンド ウ内にアクセスを許可また

は拒否する IP アドレスを入力し ［OK］ をク リ ッ ク します。

4. 登録したい IP アドレスが複数ある場合は、 3. を繰り返します。 削除したい IP アドレスがある場合は、 リ

ス トから IP アドレスを選択し、 ［Remove］ ボタンをク リ ッ ク します。

登録した IP アドレスを削除する場合

登録した IP アドレスのいくつかを削除する場合は、 リ ス トから IP アドレスを選択し、 ［Remove］ ボタンをク

リ ッ ク します。

登録した IP アド レスをすべて削除し、 IP アド レスフ ィルタ リ ングを停止する場合は、 一番上の Enable IP
address filtering のチェッ クを外し、 右側にある ［Apply］ ボタンをク リ ッ ク してから、 リ ス トにある IP アド

レスを削除してください。

HTTPS

AXIS M7001 は、 HTTPS による暗号化に対応しています。 

Certificate -ビデオエンコーダと HTTPSを利用して通信するには、以下のいずれかの方法で証明書（Certificate）
を作成する必要があ り ます。

• CA （認証局） が発行した公的な証明書を使用する。 CA は、 メ ッセージ暗号化のためのセキュリテ ィの証明と

パブリ ックキーの発行、 管理を行います。

• ビデオエンコーダで作成可能な自己署名の証明書を使用する。 この場合、 公的な証明書と同じレベルの安全
性は保証されません。

1. 自己署名の証明書を作成する場合は、 ［Create self-signed certificate...］ をク リ ッ ク します。 CA で証明書

を発行しても ら うための証明書要求を作成する場合は、［Create Certificate Request...］をク リ ッ ク します。

2. 必要事項を入力し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

3. Create self-signed certificate （自己署名の証明書） を選択した場合は、 証明書が生成されて Installed
Certificate 欄に生成された証明書が表示されます。

Create Certificate Request （証明書の作成要求） を選択した場合は、 PEM でフォーマッ ト された証明書要

求が生成されます。内容をコピーして CA に送信して ください。署名された証明書が返却されたら、［Install
signed certificate...］ をク リ ッ ク してビデオエンコーダに証明書をインス トールしてください。

4. HTTPS Connection Policy 欄で、Administrator、Operator、Viewer に対して HTTPS 接続を有効にするか

ど うかの設定を行います。 デフォルトでは、 すべてのユーザに対して HTTP が設定されています。

注意 ：

自己署名の証明書を作成する際は必ずあらかじめビデオエンコーダの日付と時刻を正し く設定して ください。

［入力例］
Country （国名） ： JP
State or Province （都道府県名） ： Tokyo
Locality （地域 （市町村名）） ： Minato-ku
Organization （組織名） ： Axis
Organization Uint （部門名） ： Sales
Common Name* ： m7001@company.com
Validity （有効期間 （日）） ： 365

* Common Name はビデオエンコーダに与えられた名前を意味します。 ネッ トワーク内に DNS サーバが
動作していない場合はド メイン名を含める必要があります。
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日付と時刻 - Date & Time

Current Server Time

現在ビデオエンコーダに設定されている日付と時刻が表示されます （24 時間形式）。 オーバーレイテキス ト と

して日付と時刻を画像上に表示する場合は、 12 時間形式で表示するこ と もできます。

New Server Time

ビデオエンコーダを使用している地域を Time zone リ ス ト ボッ クスから選択します。 また、 サマータイムの自

動調整を行う場合は、Automatically adjust for daylight saving time changes のチェッ クボッ クスにチェッ ク

を付けます。

Time Mode から、 ビデオエンコーダの日付と時刻の設定方法を選択します。

• Synchronize with computer time - 現在のコンピュータの時間に合わせます。

• Synchronize with NTP Server - NTP サーバの時間に 60 分毎に同期します。 NTP server フ ィールドに利用する

NTP サーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。 NTP サーバは、 ［Network］ - ［TCP/IP - Advanced］
ページの NTP Configuration 欄であらかじめ設定しておいて ください。

• Set manually - 日付と時刻を手動で設定します。

Date & Time Format Used in Images

［Live View］ ページに表示する日付と時刻の形式 （24 時間または 12 時間） を選択します。

• Specify date format - ［Live View］ ページに表示する日付の形式を設定します。

* YYYY-MM-DD = 年 （西暦） - 月 - 日
* Www Mmm D YYYY = 曜日 （英語） 月 （英語） 日 年 （西暦）

* MM/DD/YYYY = 月 （数字 2 桁） / 日 / 年 （西暦）

• 「Own」 を選択した場合の記述方法についてはヘルプページ （英語） をご覧ください。

• Specify time format - ［Live View］ ページに表示する時刻の形式 （24 時間 /12 時間、 1 秒刻み /1/100 刻

み） を設定します。 「Own」 を選択した場合の記述方法についてはヘルプページ （英語） をご覧ください。

注意 ：

NTP Server フ ィールドでホス ト名を利用する場合は、 ［Network］ - ［TCP/IP］ - ［Advanced］ ページで DNS サー

バを設定してお く必要があります。

ネッ トワークの設定 - Network

TCP/IP の設定 - Basic TCP/IP Settings

Network Settings

［View］ ボタンをク リ ッ クする と、 現在のネッ ト ワーク設定の一覧を表示します。

IP アドレスの設定 - IPv4 Address Configuration

ビデオエンコーダの IP アドレスは、 DHCP を利用して自動的に設定したり、 手動で固定の IP アドレスを設定

するこ とができます。 また IP アドレスの代わりにホス ト名を使用したり、 DHCP によって IP アドレスが変更

されてしまった時に変更後の IP アドレスを通知するオプシ ョ ンが利用できます。 DHCP による IP アドレスの

設定は、デフォルトで有効に設定されています （手動で IP アドレスを割り当てた後は、自動的に無効になり ま

す）。

Enable IPv4 - IPv4 を有効にする場合は、 このオプシ ョ ンにチェッ クを付けてください。 IPv4 は現在のイン

ターネッ トで使われているインターネッ トプロ ト コルです。

Obtain IP address via DHCP - ビデオエンコーダの IP アドレスを DHCP を利用して自動的に設定します。
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Use the following IP address - 以下の設定を手動で行います。

• IP address - ビデオエンコーダの IP アドレスを入力します。

• Subnet mask - サブネッ トマスクを入力します。

• Default router - デフォルトルータを入力します。

注意 ：

• DHCP はネッ トワーク上で自動的に IP アドレスの割り当てを行うためのプロ ト コルです。 ビデオエンコーダ
で Obtain IP address via DHCP オプシ ョ ンを有効にしていると、DHCP による IP アドレスの割り当てにより、
ビデオエンコーダの IP アドレスが変更されて接続が失われてしまう場合があります。

• お使いの DHCP サーバが DNS サーバを更新できる場合は、 IP アドレスが変更された場合でもホスト名を使用
してビデオエンコーダにアクセスすることが可能です。

IP アドレスの設定 - IPv6 Address Configuration

Enable IPv6 - IPv6 を有効にする場合は、 このオプシ ョ ンにチェッ クを付けてください。

サービス - Services

Enble ARP/Ping setting of IP Address - ビデオエンコーダの IP アドレスは、 シ リ アル番号 （MAC アドレス）

と IP アドレスを使用した arp/ping コマンドによる設定が可能です。arp/ping コマンドによる IP アドレスの設

定を行う場合は、このオプシ ョ ンをチェッ ク して ください。arp/ping コマンドによって IP アドレスが意図せず

に変更されてしま うのを防ぐためには、 このオプシ ョ ンのチェッ クを外してください。

AXIS Internet Dynamic DNS Service - AXIS Dynamic DNS サービスに関する設定を行う こ とができます。

［Settings...］ をク リ ッ クする と設定ページが表示されます。

• Register or update current domain name registration -［Register］ボタンをクリ ッ クすると、AXIS Internet Dynamic
DNS サービスのサーバにビデオエンコーダを登録します。すでに登録されている場合は、情報を更新します。

重要！

• Remove currently registered domain name - ［Remove］ ボタンをクリ ッ クすると、 AXIS Internet Dynamic DNS
サービスに登録したド メ イン名を削除します。

• Enable automatic updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service - ビデオエンコーダの IP アドレスが変更された

ときにときに、その情報を自動的に AXIS Dynamic DNS サービスのサーバへ更新したい場合にチェ ックを付け

ます。

• Enable regular updates to AXIS Internet Dynamic DNS Service - 一定の間隔で、 定期的に AXIS Dynamic DNS サー

ビスのサーバへ情報を更新する場合にチェ ッ クを付け、 ［Interval in hours between updates］ の枠内に更新間

隔を指定して ください （単位 ： 時）。

• Disable registration/update via the control button - 本体のコン ト ロールボタンを押したときに、 AXIS Dynamic
DNS サービスのサーバへ情報を更新する機能を無効にする場合にチェ ックを付けます。

TCP/IP の高度な設定 - Advanced TCP/IP Settings

DNS の設定 - DNS Configuration

DNS （Domain Name Service） はネッ ト ワーク上でホス トの名前と IP アドレスを対応させる機能です。

Obtain DNS server address via DHCP - DHCP サーバから提供される DNS サーバの設定を自動的に使用しま

す。 ［View］ ボタンをク リ ッ クする と、 現在の設定が確認できます。

Use the following DNS server address - 手動で DNS サーバに関連する以下の設定を行います。

• Domain name - ビデオエンコーダが使用しているホスト名を検索するためのド メイン名を入力します。 複数

のド メイン名を入力する場合は、 ; （セ ミ コロン） で区切るようにして ください。 ホス ト名は完全修飾ド メイ

ン名の最初の部分に相当します。たとえば、myserver.mycompany.comのホスト名はmyserver、mycompany.com
はド メイン名となります。

AXIS Internet Dynamic DNS サービスにアクセスすると、 お使いのビデオエンコーダの情報 （IP アドレス、 ファームウェア

バージ ョ ン、 製品の種類、 シリアル番号） が送信されます。 個人情報が送信されることはありません。
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• Primary DNS server - プライマリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。

• Secondary DNS server - セカンダリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。

NTP の設定 - NTP Configuration

ビデオエンコーダは NTP サーバから正確な時刻を取得するこ とができます。

Obtain NTP server address via DHCP - DHCP サーバから提供される NTP サーバの設定を自動的に使用しま

す。 現在の設定を確認するには、 ［View］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

Use the following NTP server address - NTP サーバを手動で設定します。 ［Network address］ フ ィールドに

使用する NTP サーバの IP アドレス （またはホス ト名） を入力してください。

ホスト名の設定 - Host Name Configuration

ビデオエンコーダは、 IP アドレスの代わりにホス ト名を使用してアクセスするこ とができます。 通常、 ホス ト

名は割り当てられた DNS 名と同じよ うに完全修飾ド メ イン名の最初の部分とな り ます （ピ リオドを除く）。 た

とえば、 myserver.mycompany.com のホス ト名は myserver、 mycompany.com はド メ イン名とな り ます。

Obtain host name via DHCP - DHCP サーバから提供されるホス ト名を自動的に使用します。現在の設定を確

認するには、 ［View］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

Use the host name - ホス ト名を手動で設定します。 右側のフ ィールドに使用するホス ト名を入力してくださ

い。

Enable dynamic DNS updates - ビデオエンコーダは、 ビデオエンコーダの IP アドレスが変更されたと きに

ローカルDNSサーバを動的に更新するこ とができます。この機能を有効にするには、チェッ クボッ クスにチェッ

クを付けてください。

注意 ：

ローカル DNS サーバの設定と AXIS Internet Dynamic DNS Service の設定を混同しないように注意して くださ

い。 この項目は、 ローカルの DNS サーバに関する設定です。

Register DNS name - このフ ィールドに入力された名前は、 DNS サーバ内のビデオエンコーダの IP アドレス

と関連付けられます。 たとえば、 DNS 名は Axisproduct.example.com のよ うにな り ます。

TTL （Time To Live） - 登録された IP アドレスのド メ イン名が有効であるかど うかを確認したと きに、 DNS
サーバからの応答をどの位の期間 （秒） 有効とするかを決定します。 TTL によってク ライアン トからの DNS に

対するクエ リーの回数が減り、 その結果ネッ ト ワークへの負荷を軽減するこ とができます。

リンクローカルアドレス - Link-Local IPv4 Address

Auto-Configure Link-Local Address はデフォルトで有効に設定されており、 UPnP プロ ト コルと と もに使用

するための IP アドレスをビデオエンコーダに割り当てます。ビデオエンコーダは Link-Local IP と静的な IP ア

ドレス （または DHCP による動的な IP アドレス） の両方を持つこ とができますが、 これらの IP アドレスが互

いに干渉するこ とはあ り ません。 詳し くは、 51 ページ 「UPnP」 を参照して ください。

HTTP 

デフォルトの HTTP ポート番号 （80） は、 1024 ～ 65535 の範囲内で変更するこ とができます。

HTTPS

ビデオエンコーダが使用する HTTPS ポート番号を入力して ください。デフォルトの HTTPS ポート番号は、443
です。
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ポートマッピング - NAT traversal (port mapping) for IPv4

イン ト ラネッ ト （LAN） に接続されているビデオエンコーダに NAT ルータの外側 （WAN） からアクセスする

場合は、NAT traversal 機能を使用してください。NAT traversal を正し く設定する と、NAT ルータの外部 HTTP
ポートへのすべての HTTP ト ラフ ィ ッ クがビデオエンコーダに転送されるよ うになり ます。

Enable/Disable - ［Enable］ をク リ ッ ク して NAT traversal を有効にする と、 ビデオエンコーダは UPnP を利

用してネッ ト ワーク上の NAT ルータのポートマッピングの設定を行います。

Use manually selected NAT router - 使用する NAT ルータを手動で設定する場合は、このオプシ ョ ンにチェッ

クを付けて右側のフ ィールドに使用する NAT ルータの IP アドレスを入力してください。 指定がない場合は、

ビデオエンコーダはネッ ト ワーク上の NAT ルータを自動的に検索します。 複数のルータが見つかった場合は、

デフォルトルータが選択されます。

注意 ：

ルータが NAT traversal に対応している必要があります。

Alternative HTTP port - 外部 HTTP ポート を手動で設定する場合は、このフ ィールドにポート番号を入力して

ください。ポート番号が何も入力されていない場合は、NAT traversal が有効になった時に自動的にポート番号

が選択されます。

FTP

FTP プロ ト コルでビデオエンコーダ本体のファームウェアバージ ョ ンアップができるよ うにするかど うかを設

定できます。 デフォルトで有効に設定されています。

RTSP

H.264 ス ト リームによる画像配信を許可するかど うかを設定できます。ビデオエンコーダが使用する RTSPポー

トの番号を入力してください。 デフォルトでは、 554 に設定されています。

SOCKS

SOCKS はネッ ト ワークプロキシプロ ト コルです。 ビデオエンコーダは、 SOCKS サーバを利用してファ イア

ウォール /プロキシサーバの外側にあるネッ ト ワークにアクセスできるよ う設定するこ とが可能です。あるロー

カルネッ ト ワークにビデオエンコーダが設置されている場合に、 電子メールによる通知などをローカルネッ ト
ワークの外側 （例 ： インターネッ ト ） に送信する必要がある と きに便利な機能です。

QoS （Quality of service）

QoS は、 IP ネッ ト ワーク上の帯域を特定のリ ソース用に予約して一定の通信速度を保証する技術です。QoS で
は、 帯域幅管理、 遅延、 パケッ ト損失などのパラ メータを定義する こ とができます。 QoS を実装したネッ ト

ワークの利点は、 以下のとおりです。

• ト ラフ ィ ッ クに優先順位をつけることが可能で、 重要なフローを優先順位の低いフローよりも先に処理でき
ます。

• アプリケーシ ョ ンが使用する帯域幅をコン ト ロールすることにより、 ネッ トワークの信頼性がより高く なり
ます。

ISP

イン ト ラネッ ト（ LAN） インターネッ ト（WAN）

ブロードバンド

（NAT）ルータ
インターネッ ト
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ビデオエンコーダ内の QoS は、本体から送信される様々な種類のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クに含まれるデータ

パケッ トにマークを付けます。 QoS が有効になっているルータやスイ ッチは、 このマークを使用して様々な ト

ラフ ィ ッ クを処理します （例 : ある ト ラフ ィ ッ クでは帯域幅を確保するなど）。マーク される ト ラフ ィ ッ クの種

類は、 以下のとおりです。

• ライブビデオ

• イベン ト / アラームト ラフ ィ ック

• ネッ トワーク管理用ト ラフ ィ ッ ク

QoS の設定

サポー トするネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クのタ イプご とに、 データパケッ ト の IP ヘッダーに含まれる DSCP
（Differentiated Services Codepoint） フ ィールドに値を入力して ください。 この値によって、 ルータなどがど

のサービスをこのパケッ トに適用するかを判断します （例 : このタイプのト ラフ ィ ッ クの場合は帯域幅を確保

するなど）。

DSCP 値は 10 進法 （0 ～ 63） または 16 進数で入力するこ とができます。 ただし、 保存された値は常に 10 進
法で表示されます。 

QoS について詳し くは、 Axis の Web サイ ト （www.axis.com/techsup） を参照してください （英語）。

電子メール - SMTP （email）

SMTP を利用してイベン トの発生時にあらかじめ指定した宛先にメ ッセージと画像を送信する場合は、Primary
mail server 欄にプライマ リ メールサーバの IP アドレス （またはホス ト名）、 およびポート番号を入力してくだ

さい。 必要に応じてセカンダ リ メールサーバの設定を行ってください。

お使いの メールサーバで認証が必要な場合は、 Use authentication to log in to this server オプシ ョ ンに

チェッ クを付け、 認証に必要な情報を入力してください。

• User Name - ユーザ名。

• Password - パスワード。

• 認証方法 - SMTP Authentication、 POP-login。

• Weakest meathod allowed - SMTP Authentication を選んだ場合に使用する認証方式を選択します。

• POP-Server - POP-login を選んだ場合、 POP サーバのアドレスを入力します。

注意 ：

メールサーバおよび POP サーバのアドレスをホスト名で設定する場合、あらかじめ［System Options］-［Network］
- ［Advanced］ で DNS サーバの設定を行っておいて く ださい。

From email address フ ィールドには、 電子メールの送信元となるアドレスを入力してください。

Test

Send test email to フ ィールドに電子メールアドレスを入力して ［Send］ をク リ ッ クする と、 テス ト メールを

送信するこ とができます。 SMTP Settings 欄の設定が正し く行われている場合は、 指定したメールアドレスに

テス ト メールが送信されます。

SNMP

SNMP （Simple Network Management Protocol） は、 ネッ ト ワークデバイスの リモート管理を可能にするプ

ロ ト コルです。 必要と されるセキュ リ ティに応じて、 使用する SNMP のバージ ョ ンを選択してください。 利用

可能なレベルは以下の 3 種類です。 SNMPv3 を使用する場合は、 HTTPS を有効に設定する必要があ り ます。

• SNMP V1 - セキュリテ ィは含まれません。

• SNMP V2c - 簡単なセキュリテ ィ、 たとえばコ ミ ュニテ ィ名をパスワード と して使用します。

• SNMP V3 - 暗号化と安全なパスワードを提供します。 HTTPS と ともに使用します。
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V1 および V2c を使用する場合は、 サポート されるすべての SNMP オブジェク トのための読み取りアクセスの

コ ミ ュニティ名 （Read Community） を入力してください （書き込みアクセスで必要と される root パスワード

および他のオブジェク ト を除く）。 デフォルト値は public に設定されています。

また、 サポート されるすべての SNMP オブジェク トのための読み取り / 書き込みアクセスのコ ミ ュニティ名

（Write Community） を入力してください （読み取り専用のオブジェク ト を除く）。 デフォルト値は write に設

定されています。 HTTPS を使用する場合は、 SNMP V3 initial user password フ ィールドでパスワードを設定

して ください。 パスワードを再設定するには、 ビデオエンコーダを工場出荷時の状態にリセッ トする必要があ
り ます。

UPnP

ビデオエンコーダは UPnP （ユニバーサルプラグアンドプレイ） に対応しています。 お使いのコンピュータ上

（Windows XP） で UPnP が有効に設定されている場合、 ビデオエンコーダが自動的に検出されて ［マイネッ ト

ワーク］ に追加されます。 

注意 ：

お使いのコンピュータに UPnP がインス トールされていない場合は、［スタート］ メニューから ［コン ト ロールパ

ネル］ - ［プログラムの追加と削除］ - ［Windows コンポーネン トの追加と削除］ を選択し、 一覧からネッ トワー

クサービスを選択して ［詳細］ をクリ ッ クします。 サブコンポーネン トの一覧からユニバーサルプラグアンドプ
レイを選択して ［OK］ をク リ ッ クします。

RTP

Port Range

Video port のためのポート番号は、Start port と End port フ ィールドで指定された範囲内から自動的に選択さ

れます。 このオプシ ョ ンは、ビデオエンコーダが手動でポートマッピングの設定が行われている NAT ルータに

接続されている場合などに便利です。

Multicast

マルチキャス トでは特定の範囲内の IP アドレスを使用します。 ビデオエンコーダにはこの範囲内の IP アドレ

スがあらかじめ定義されていますので、 通常はこの設定を変更する必要はあ り ません。 Video address フ ィー

ルドの設定を変更する場合は、 ネッ ト ワーク管理者に相談してください。

注意 ：

• ビデオスト リームを閲覧するユーザは、 ［RTP/H.264］ ページで設定された IP アドレスやポート番号を知って
いる必要はありません。 必要なのは、 ビデオスト リームを提供するビデオエンコーダの IP アドレス （または
ホスト名） だけです。

• Video port フ ィールドに 「0」 を設定すると、 ポート番号がランダムに使用されます。

Time to live フ ィールドに設定された値の範囲内で IP パケッ トが送信先に到着しなかった場合、パケッ ト を破

棄するよ うルータに伝えます。 通常、 値はホップ数 （パケッ トが送信先に到達するまでに通過できるルータの
数） でカウン ト されます。

Bonjour

ビデオエンコーダは Bonjour に対応しています。 このオプシ ョ ンを有効に設定する と、 Bonjour をサポートす

るオペレーティングシステムが動作するコンピュータ上でビデオエンコーダが自動的に検出されます。

ポートの設定 - Ports & Devices

COM Port

RS-422/RS-485 ポートにパン / チルト / ズームデバイスを接続している場合は、ド ロ ップダウン リ ス トから Pan
Tilt Zoom を選択してください。 RS-422/RS-485 ポートの動作モードについては、 56 ページ 「各種コネクタ」

を参照してください。
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インディケータ - LED

各インディケータの動作を設定するこ とができます。

Power LED

• Normal - 正常動作時に Power インディケータが緑色で点灯します。

• Off - 正常動作時に Power インディケータが消灯します。

Network LED

• Enabled - ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クがある と きに Network インディケータが点滅します。

• Disabled - Network インディケータが常に消灯します。

Status LED

• Normal - 正常動作時に Status インディケータが緑色で点灯します。

• Off - 正常動作時に Status インディケータが消灯します。

• Flash - ビデオエンコーダの画像にアクセスしている時に Status インディケータが点滅します。 また、点滅

する速さを［Flash interval］フ ィールドで指定（1 ～ 30）できます。1 が最も速く、30 が最も遅く点滅します。

メンテナンス - Maintenance

Maintain Server

Restart - ビデオエンコーダを再起動します。ビデオエンコーダの動作が不安定になった場合などに使用してく

ださい。 再起動を行っても、 現在の設定に影響はあ り ません。

Restore - このボタンをク リ ッ クする と、一部のパラ メータを除くすべての設定が工場出荷時の状態にリセッ ト

されます。 リセッ ト されない設定は、 以下のとおりです。

• IP アドレスの設定方法 （DHCP または手動）

• IP アドレス

• サブネッ トマスク

• デフォルトルータ

Default - このボタンは注意して使用してください。 このボタンをク リ ッ クする と、すべての設定が工場出荷時

の状態にリセッ ト されます。ビデオエンコーダをネッ ト ワークに接続し、各種設定を再度行う必要があ り ます。

Upgrade Server

詳し くは、 57 ページ 「ファームウェアを更新する」 を参照してください。

サポート - Support

Support Overview

ト ラブルシューティングやサーバレポート などの情報を提供します。

System Overview

システムの現在の状態が表示されます。
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ログとレポート - Logs & Reports

情報 - Information

System Log、 Access Log、 Server Report、 Parameter List、 Connection List - 各ボタンをク リ ッ クする と、

システムログ （システムイベン トの情報）、アクセスログ （ビデオエンコーダにアクセスしたユーザ情報）、サー
バレポート、 パラ メータ リ ス ト 、 接続リ ス ト （ビデオエンコーダに現在接続しているク ライアン ト情報） を表
示します。 技術サポートにお問い合わせの際は、 このページの Server Report をご用意ください。 システムロ

グとアクセスログは、次の 「ログレベルの設定 - Configuration」 でログに残す情報のレベルを設定するこ とが

できます。

ログレベルの設定 - Configuration

System Log Settings

Log Level - ド ロ ップダウン リ ス トから、 システムログに含める情報のレベルを選択してください。

• Critical - 早急な対処を必要とする重大なエラーを記録します。

• Warning - 正常な動作を妨げる可能性のあるエラーを記録します。

• Info - ビデオエンコーダの動作状況を記録します。 イベン トの発生や、 ビデオエンコーダの再起動などが含

まれます。

Log size - ログファ イルの最大サイズを設定します。

Access Log Settings

Log Level - ド ロ ップダウン リ ス トから、 アクセスログに含める情報のレベルを選択してください。

• Critical - 早急な対処を必要とする重大なエラーを記録します。

• Warning - 正常な動作を妨げる可能性のあるエラーを記録します。

• Info - ビデオエンコーダの動作状況を記録します。 イベン トの発生や、 ビデオエンコーダの再起動などが含

まれます。

Log size - ログファ イルの最大サイズを設定します。

Log Level for Email

Select log level to send as email: - 電子メールに含めるログの情報のレベルを選択してください。

Send log as email to - 電子メールの送信先を入力してください。

注意 ：

ログレベルの設定を変更した場合、 変更を有効にするにはビデオエンコーダを再起動して ください。

高度な設定 - Advanced

Scripting

ビデオエンコーダには、 管理者や開発者向けのスク リプ トエディ タが搭載されています。 独自のスク リプ ト を
作成してビデオエンコーダのファイルシステムに組み込むこ とができます。

警告！

スク リプ トが適切に利用されなかった場合、ビデオエンコーダが予期しない動作をしたり、またビデオエンコー
ダにアクセスできなくなるこ とがあ り ます。スク リプ トの使用によって問題が発生した場合は、ビデオエンコー
ダを工場出荷時の状態にリセッ ト して ください （バッ クアップファイルを作成している場合は、 バッ クアップ
を取った時点の設定に戻すこ とができます）。 スク リプ トの使用は、 機能をよ く理解した上で行ってください。
Axis は、 スク リプ トの使用による結果について一切の責任を負いません。 スク リプ トについて詳し くは、 Axis
の Web サイ トの Developers ページ （http://www.axis.com/developer/） を参照してください。
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ファイルのアップロード - File Upload

Upload Own Web Files

独自の html ページや背景などに独自の画像ファイルを使用する場合は、 まずビデオエンコーダにファイルを

アップロード して ください。

1. ［参照 ...］ ボタンをク リ ッ ク してアップロードするファ イルを選択します。

2. アップロードするファ イルのユーザレベルを選択し、 ユーザアクセスレベルを設定します。 ユーザによっ

てどのページを表示するかコン ト ロールできます。

3. テキス ト フ ィールドに正確なパスが表示されたら、 ［Upload］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

Remove Uploaded Files

アップロード されたファイルが一覧で表示されます。 ファ イルを削除する と きは、 ファ イル名の先頭のチェッ
クボッ クスにチェッ クを入れ、 ［Remove］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

Plain Config

この機能は上級ユーザ向けとなっています。すべてのパラ メータの設定と変更を行う こ とができます。通常は、
各設定ページから設定するよ うにしてください。

• アップロード した Web ページ上に表示する画像ファイルも併せてビデオエンコーダにアップロードする場合、 画

像ファイルのアクセス権は Web ページと同じに設定して ください。

• 画像ファイルの拡張子は半角英数字で 3 文字で設定して ください。

• すべてのユーザに対してアップロード した画像の表示を許可する場合、 画像ファイルのアクセス権を Viewer に設

定して ください。 特に、 ［System Options］ - ［Security］ - ［Users］ ページで Enable anonymous viewer login オプシ ョ

ンを有効にしている場合は、 必ず Viewer に設定して ください。
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工場出荷時の状態にリセッ トする

ビデオエンコーダを工場出荷時の状態にリセッ トするには、 2 種類の方法があ り ます。 ビデオエンコーダの内

部 Web ページにアクセスして ［System Options］ - ［Maintenance］ ページの ［Default］ ボタンを使用する

方法 （詳細は 52 ページ 「メンテナンス - Maintenance」） と、 ビデオエンコーダ本体のコン ト ロールボタンを

使用する方法があ り ます。 こ こでは、 コン ト ロールボタン （10 ページ 「製品の概要」 を参照） を使用した リ

セッ トについて説明します。

コン ト ロールボタンを使用する

以下の手順にしたがって、 ビデオエンコーダを工場出荷時の状態にリセッ ト して ください。

1. ネッ ト ワークケーブルを取り外してビデオエンコーダの電源を切ってください。

2. コン ト ロールボタンを押しながら、ネッ ト ワークケーブルを接続してビデオエンコーダの電源を入れます。

3. Status （STAT） インディケータがオレンジ色で点灯するまでリセッ ト ボタンを押し続けます （約 15 秒程

かかり ます。 Status インディケータの位置については 10 ページ 「製品の概要」 を参照してください）。

4. コン ト ロールボタンを放します。

5. Status インディケータが緑色で点灯します （1 分ほどかかる場合があ り ます）。 ビデオエンコーダは、 工場

出荷時のデフォルト設定にリセッ ト されました。

注意 ：

• AXIS M7001 のデフォルトの IP アドレスは、 192.168.0.90 です。

• リセッ トボタンを使用して工場出荷時の状態にリセッ トすると、すべてのパラメータ （IP アドレスを含む） が
リセッ ト されます。IP アドレスをリセッ トせずに他のパラメータだけを工場出荷時の状態にする方法について
は、 52 ページ 「メンテナンス - Maintenance」 を参照して ください。
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各種コネクタ

ネッ トワークコネクタ  - 一般的な RJ-45 コネク タを利用してネッ ト ワークに接続し、 PoE （Class 2） を利用し

て電力を受け取り ます。 シールド付きネッ ト ワークケーブル （STP） の使用をお勧めします。

BNC コネクタ  - 75 オーム同軸ビデオケーブルを利用してカメ ラを接続します。 ケーブルの最大長は、 250 メー

トル以内におさめてください。

注意 ： BNC T アダプタを利用してビデオソースを他の機器と並列に接続する場合は、 75 オーム終端スイッチを OFF （左側）

に設定して終端抵抗を無効に設定して ください。設定が正し く行われていない場合、画質が損なわれることがありま

す。

2.5mm Tele plug コネクタ  - AXIS M7001 COVERT SURVEILLANCE KIT に付属のコバート （小型） カ メ ラを接

続するためのコネクタです。

RS-422/RS-485 コネクタ  - パン /チルト / ズームデバイスなどの機器をコン ト ロールするためのRS-485/42 イン

ターフェイスです。 RS-485/422 ポートは、 以下のよ うに設定するこ とができます。

• 双方向 RS-485 半二重ポート （2 線）、 RX/TX ペア 1 つを利用してデータ転送を行う。

• 双方向RS-485全二重ポート（4線）、RXペアとTX ペア1つずつを利用してデータ転送を行う。

• 単方向 RS-422 ポート （2 線）、 RX- または TX ペアを利用してデータ送信と受信を行う。

• 双方向 RS-422 全二重ポート （4 線）、 RX ペアと TX ペア 1 つずつを利用してデータ転送

（point-to-point） を行う。

インディケータ

注意 ： インディケータは常に消灯させることができます。 ［Setup］ - ［System Options］ - ［LED］ で設定を行って く ださい。

詳し くは、 52 ページ 「インディケータ - LED」 を参照して ください。

機能 ピン 備考

RS 485/422TX （A） 1 RS-422 と RS-485 （4 線） の TX ペア

RS 485/422TX （B） 2

RS-485A alt RS-485/422RX （A） 3 すべてのモード RX ペア （2 線 RS-485 用の RX/TX との組み見合わせ）

RS-485B alt RS-485/422RX （B） 4

名称 色 説明

Network （NET） 緑色 100Mbps ネッ トワークに接続されています。 緑色で点滅してネッ トワークアクテ ィ ビ

テ ィ を示します。

オレンジ色 10Mbps ネッ トワークに接続されています。オレンジ色で点滅してネッ トワークアクテ ィ

ビテ ィ を示します。

消灯 ネッ トワークに接続されていません。

Status （STAT） 緑色 正常動作時に、 緑色で点灯します。

オレンジ色 ビデオエンコーダの起動中、 工場出荷時の状態へのリセッ ト中にオレンジ色で点灯しま

す。

赤色 低速で赤色で点滅している場合は、 ファームウェアのアップグレードが正し く行われて

いません。 リカバリーを行って く ださい。 （ユーザーズマニュアルの 「ト ラブルシュー

テ ィング」 を参照）。

Power （PWR） 緑色 正常に動作しています。

オレンジ色 ファームウェアのアップグレードを行っている間、緑とオレンジ色で交互に点滅します。

1 2 3 4
TX RX/TX



ト ラブルシューテ ィング
ト ラブルシューテ ィ ング

ファームウェアのバージ ョ ンを確認する

ト ラブルシューティングの際は、 まず現在インス トールされているファームウェアバージ ョ ンを確認して くだ
さい。 最新のバージ ョ ンでは、 問題の修正が行われているこ とがあ り ます。 まずビデオエンコーダの内部 Web
ページにアクセスし、 ［Setup］ - ［Basic Setup］ ページを開いて現在のファームウェアのバージ ョ ンを確認し

てください。

ファームウェアを更新する

ファームウェアはビデオエンコーダの機能を決定するソフ ト ウェアです。AxisのWebサイ トからファームウェ

アをダウンロード してお使いのビデオエンコーダにインス トールするこ とによ り、 新しい機能が利用可能にな
り ます。 アップグレード手順やリ リース ノートがある場合は、 ファームウェアのアップグレードを行う前に内
容をよ くお読みになってください。

注意 ：

ファームウェアをアップグレード しても既存の設定はそのまま残りますが、 Axis はアップグレード後の設定の整

合性について保証を致しません。 正し く機能が動作しない場合は、 55 ページ 「工場出荷時の状態にリセッ トす

る」 の手順で工場出荷時の状態に戻してから再設定を行って ください。

1. ファームウェアをダウンロード してお使いのコンピュータに保
存し ます。 最新のフ ァーム ウ ェアは、 Axis の Web サイ ト

（http://www.axiscom.co.jp/） から無料で入手するこ とができま

す。

2. Web ブラウザを起動してビデオエンコーダの内部 Web ページに

アクセスします。 ［Setup］ - ［System Options］ - ［Maintenance］
をク リ ッ ク します。

3. Upgrade Server 欄の ［参照 ...］ ボタンをク リ ッ ク します。 ダウンロード したファームウェアを選択し、

［Upgrade］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ：

• アップグレードを開始してから、 最低でも 5 ～ 10 分はそのままで待って ください。 アップグレードに失敗し
たと思われる場合でも、同様に待って ください。全く応答が無い場合は、次のリカバリーの手順をお試し く だ
さい。

• アップグレードが正し く行われなかった場合、故障の原因となることがあります。誤ったアップグレード手順
による故障については、 Axis は修理費用を請求させていただきます。

リカバリーの手順

ファームウェアのアップグレード中に電源が切れたり、 ネッ ト ワーク との接続が途切れたり してアップグレー
ドに失敗した場合、 ビデオエンコーダが応答しな くなる こ とがあ り ます。 アップグレードに失敗した場合は、
Status インディケータが赤色で点滅します。 このよ うな場合は、 以下の手順にしたがって リ カバリーを行って

ください。 シ リ アル番号は、 ビデオエンコーダの底面ラベルに記載されています。

1. Windows 環境 - DOS 窓 （コマンドプロンプ ト /DOS プロンプ ト ） を開き、次のコマンドを実行します。シ

リ アル番号はハイフン （-） で区切ってください （例 ： 00-40-8c-11-22-33）。
arp -s < ビデオエンコーダの IP アドレス > < シ リ アル番号 >

ping -l 408 -t < ビデオエンコーダの IP アドレス >

2. 数秒経ってもビデオエンコーダから応答がない場合は、 再起動して応答を待ってください。 応答が返った
ら、 Ctrl キーと C キーを同時に押して ping コマンドを終了します。

3. Web ブラウザを起動し、 ［アドレス］ フ ィールドにビデオエンコーダの IP アドレスを入力して Enter キー

を押して ください。 ［参照］ ボタンをク リ ッ ク し、 アップグレードに使用するファイルを選択します （例 ：
axism7001.bin）。 ［Load］ ボタンをク リ ッ ク してアップグレードを再開します。
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4. アップグレードか完了する と （1 ～ 10 分後）、ビデオエンコーダは自動的に再起動します。Power インディ

ケータ と Status インディケータが緑色で点灯し、Network インディケータが緑色またはオレンジ色で点滅

し始めます。

5. 手順 1 のコマンドを再度実行し、 応答が返ってきたら ping を終了します。

6. 新しいブラウザのウ ィンド ウを開き、 ［アドレス］ フ ィールドにビデオエンコーダの IP アドレスを入力し

て Enter キーを押します。

7. ［Live View］ ページが表示されます。 ［Setup］ リ ンクをク リ ッ ク して各種設定を行ってください。

上記のリ カバリーを行ってもビデオエンコーダが正し く動作しない場合は、Axis 技術サポート までご連絡くだ

さい。

サポート

Axis の技術サポートにお問い合わせをいただく前に、 サーバレポート またはログファイルをご用意ください。

サーバレポートやログファ イルには、 問題の解決に役立つ情報が含まれています。

サーバレポート - ［Setup］ - ［System Options］ - ［Support］ を開き、 ［Server Report］ リ ンクをク リ ッ ク し

ます。 サーバレポートは、 現在のパラ メータのリ ス トだけでなく ビデオエンコーダおよびそのファームウェア
についての重要な情報を含んでいます。

ログファ イル - ［Setup］ - ［System Options］ - ［Support］ - ［Logs & Reports］ を開き、 ［System Log］ ボタ

ンをク リ ッ ク します。 ログファ イルにはビデオエンコーダの再起動後から現在までのイベン トが記録されてい
ます。
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症状、 考えられる原因、 および対処方法

IP アドレスを設定できない

ビデオエンコーダの電源投入後、

2 分以上経過している

ビデオエンコーダを再起動して、 IP アドレスの設定を行って く ださい。 手順について

詳し くは、 インス トールガイドまたは 11 ページ 「その他の IP アドレスの設定方法」 を

参照して ください。AXIS IP Utility や arp/ping コマンドによる IP アドレスの設定は、ビ

デオエンコーダの電源を入れてから 2 分以内に行って く ださい。

ビデオエ ン コ ーダが別のサブ

ネッ トに接続されている

IP アドレスの設定を行う コンピュータとビデオエンコーダが異なるサブネッ トに接続

されている場合、 IP アドレスを設定することができません。 ネッ トワーク管理者に相

談して使用しているコンピュータと同じサブネッ ト上にビデオエンコーダを接続し、そ

のサブネッ トで利用可能な IP アドレスを入手して ください。

設定しよう と している IP アドレ

スが他のデバイスによって使用

されている

まずビデオエンコーダの電源アダプタを取り外してビデオエンコーダの電源を切った

状態にします。

DOS 窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマンドプロンプ ト） を起動して設定しよう と してい

る IP アドレスに ping します。

Reply from <IP address>: bytes = 32; time = 10 ms..... のような応答が返ってきた

場合、 その IP アドレスは他のデバイスによって既に使用されています。新しい IP アド

レスを入手して く ださい。

Request timed out.のような応答が返ってきた場合、その IPアドレスをビデオエンコー

ダに設定することができます。 ケーブルやコネクタ類が正し く接続されているか確認

し、 再度 IP アドレスの設定を行って ください。

同じサブネッ ト上の別のデバイ

スと IP アドレスの競合が発生し

ている

別の IP アドレスを使って設定をお試し ください。

Web ブラウザからビデオエンコーダにアクセスできない

DHCP によって IP アドレスが変

更されている

AXIS IP Utility を起動して現在の IP アドレスを確認して ください。

他のネッ トワークの問題 ネッ トワークケーブルに問題がないか確認して ください。

ローカルネッ トワークの外からビデオエンコーダにアクセスできない

ブロードバン ドルータの設定の

問題

ルータで NAT （ポートマッピング） の設定を行い、 ビデオエンコーダへのアクセスを

許可するようにして ください。 また、 お使いのルータが NAT traversal に対応している

場合は、 ビデオエン コーダの設定で ［System Options］ - ［Network］ - ［TCP/IP］ -
［Advanced］ ページで NAT traversal が有効になっている （「NAT traversal is enabled」
と表示されている） ことを確認して く ださい。

ファイアウォールによる保護 インターネッ ト ファイアウォールの設定について、ネッ トワーク管理者と相談して くだ

さい。 ビデオエンコーダは、 デフォルトの設定で HTTP 80 番ポート を使用します。

サブネッ ト マスク、 デフ ォル ト

ゲートウェイが必要

［System Options］ - ［Network］ - ［TCP/IP］ ページで Subnet mask （サブネッ トマス

ク） と Default router （デフォルトゲートウェイ） を設定して ください。

ビデオ画像の問題 - H.264
H.264 の画像が表示されない Windows のコン ト ロールパネルから ［AXIS Media Control］ アイコンをダブルクリ ッ

クします。 ［Network］ タブを選択し、 ［RTSP connection order］ から適切な接続方法を

選択して ください。

Windows のコン ト ロールパネルから ［AXIS Media Control］ アイコンをダブルクリ ッ

クします。［H.264］ タブを選択し、［Set to default H.264 decoder］を選択して く ださい。

H.264のマルチキャス ト画像が表

示されない

ネッ トワーク管理者に相談し、お使いのネッ トワークで使用可能なマルチキャス トのア

ドレスを確認して ください。

ファイアウォールによる保護が行なわれていないかどうか、 確認して く ださい。

ローカルネッ ト ワーク内のコン

ピュータ しかマルチキャス ト画

像にアクセスできない

お使いのルータがマルチキャストに対応しているか確認して ください。また、ルータの

設定が正し く行われているか確認して く ださい。 ビデオエンコーダの TTL （Time to
live） の設定を変更しなければならない場合もあります。

H.264のレンダリング品質が良く

ない

画面のプロパティで、 使用する画像色として 16 ビッ トまたは 32 ビッ トが選択されて

いるか確認して く ださい。

オーバーレイテキス トがぼやけている場合は、 Windows のコン ト ロールパネルから

［AXIS Media Control］ アイコンをダブルクリ ックします。［H.264］ タブを選択し、［Use
Advanced Video Rendering］ にチェ ックを付けて ［OK］ をク リ ッ クして ください。

グラフ ィ ックカード ド ライバが最新のドライバを使用しているか確認して ください。

H.264 と Motion JPEG 画像の彩

度が異なる

グラフ ィ ックカードの設定を変更してみて く ださい。詳し くは、グラフ ィ ックカードに

付属のマニュアルを参照して く ださい。
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この章をお読みになった後もまだ問題が解決しない場合は、 Axis のホームページにアクセスして FAQ をご確

認ください。

思う よ う なフレームレー トが出

ない

クライアン ト コンピュータ上で実行しているアプリケーシ ョ ンを減らして ください。

必要な帯域幅が利用できるかどうか、 ネッ トワーク管理者に相談して く ださい。

同時アクセスを許可するユーザ数を少な く して ください。

Windows のコン ト ロールパネルから ［AXIS Media Control］ アイコンをダブルクリ ッ

クします。 ［H.264］ タブを選択し、 ［Decode all frames possible］ オプシ ョ ンが選択さ

れていることを確認して ください。

［Setup］ - ［Video］ の ［Image］ タブの Resolution オプシ ョ ンから小さいサイズ （解

像度） を選択してみて く ださい。

フルフレームレー ト で画像を取

得できない

62 ページ 「適切なパフォーマンスを得るための注意点」 を確認してみて ください。

画質が劣化する GOV length オプシ ョ ンの値を小さ く して く ださい。詳し くは、27 ページ 「H.264 タブ」

を参照して ください。

Status インディケータ と Network インディケータが赤色で点滅する

ハードウェアの故障 販売店または Axis 技術サポートにお問い合わせください。

Status インディケータが赤色で点滅してビデオエンコーダにアクセスできない

フ ァームウェアのアッ プグレー

ドが中断された、またはファーム

ウェアに問題がある

57 ページ 「リカバリーの手順」 を参照して く ださい。

Web ブラウザで画像が表示されない

AMC の問題（Internet Explorer の
み）

Microsoft Internet Explorer で画像の更新を行う場合、 ブラウザの設定で ActiveX コン

ト ロールを有効にする必要があります。 また、 お使いのコンピュータに AMC （AXIS
Media Control） がインス トールされていることを確認して ください。 AMC は、 ビデオ

エンコーダの画像に初めてアクセスした時にインストールされます。

ActiveX コンポーネン トのインス

トールが制限、または禁止されて

いる場合

お使いのコンピュータに追加ソフ トウェアをインストールできない場合は、ビデオエン

コーダの内部 Web ページにアクセスし、 ［Setup］ - ［Live View Config］ の Default
Viewer 欄の Windows Internet Explorer オプシ ョ ンで Java applet を選択して ください

（ただし、 JVM （J2SE） 1.4.2 以降、 または JRE （J2SE） 5.0 以降が必要です）。

ビデオ画像の問題 - 一般

画像が暗すぎる、または明るすぎ

る

［Setup］ - ［Video］ - ［Camera Settings］ ページの Brightness （輝度） を変更してみて

ください。

画像がすべてアップロード され

ない

利用可能なバッフ ァサイズを超える画像を使用しているときに発生する現象です。 フ

レームレートを下げるか、 アップロードの間隔を長く して ください。

画像の更新が遅い プリバッファ、モーシ ョ ン検知、画像の解像度、 フレームレートなどの設定を調整して

ビデオエンコーダの負荷をなるべく減らして ください。

パフォーマンスが遅い ネッ トワークの負荷が高かったり、 多くのユーザがビデオエンコーダにアクセスする

と、 ビデオエンコーダのパフォーマンスが下がります。 また、 モーシ ョ ン検知、 イベン

トの実行、 画像の回転 （180 度以外） などもパフォーマンスに影響します。

スナップシ ョ ッ トの画質が良く ない

デ ィ スプレイの設定が正し く 行

われていない

ディスプレイのプロパティを開き、 ［画面の色］ で 16 ビッ ト （65000 色） 以上を使用

するようにして く ださい。ディスプレイの設定で 16 色または 256 色を使用すると、画

像にディザがかかって見えることがあります。

プライバシーマスクが表示されない

プライバシーマスクのサイズ、ま

たは表示位置が正し く ない

プライバシーマスクのサイズ、または表示位置が正し く設定されていることを確認して

ください。 詳し くは、 29 ページ 「プライバシーマスク - Privacy mask」 を参照して く

ださい。

ブラウザがフリーズする

Netscape 7.x または Mozilla 1.4
以降を使用すると、時々フリーズ

する

画像の解像度を下げて く ださい。

ユーザ定義のファイルがアップロードできない

アッ プロード可能な容量を超え

ている

ユーザ定義のファイルをアップロードできるスペースは限られています。 既にアップ

ロード済みのファイルを削除してスペースを確保して ください。

モーシ ョ ン検知が予期しない変化を検出する

輝度の変化 モーシ ョ ン検知は画像上の明るさの変化も基にしています。 明るさが突然変化すると、

誤ってモーシ ョ ン検知が検出されることがあります。 Sensitivity スライダーの値を低

めに設定すると、 このような誤動作を避けることができます。
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技術仕様
技術仕様

項目 仕様

ビデオ圧縮 • H.264
• Motion JPEG

解像度 D1 （720x480）、 4CIF （704x480）、 2CIF （704x240）、 CIF （352x240）、 QCIF （176x120）

最大フレームレート H.264 、 Motion JPEG ともにすべての解像度で 30 フレーム / 秒

ビデオスト リーミング • H.264/Motion JPEG の同時配信 ： すべてのクライアン トで同じ画像設定を使用した場合、

最大解像度で 20 ス ト リームまで同時配信可能

• フレームレート、 帯域幅の使用率のコン ト ロールが可能

• 固定、 可変ビッ ト レート （H.264）

画像の設定 • 圧縮レベル、 カラーレベル、 輝度、 コン ト ラス ト、 ミ ラーリング

• 画像の回転 ： 90°、 180°、 270°
• オーバーレイ機能 （テキスト）、 プライバシーマスク

• デインターレース

パン / チルト / ズーム • 対応するパン / チルト / ズーム用のドライバは Axis のホームページからダウンロードが可能

（www.axis.com）

• プリセッ トポジシ ョ ン （20 個まで登録可）

• ガードツアー

• パン / チルト / ズームのキューコン ト ロールが可能

ユーザ 同時アクセス可能最大ユーザ数 ： 20

セキュリテ ィ マルチユーザパスワード保護、 IP アドレスフ ィルタ リング、 HTTPS 暗号化、 ダイジェス ト認

証、 ユーザアクセスログ

対応プロ ト コル IPv4/v6, HTTP, HTTPS, QoS layer 3 DiffServ, FTP, SMTP, Bonjour, UPnP, 
SNMPv1/v2c/v3(MIB-II), DNS, DynDNS, NTP, RTSP, RTP, TCP, UDP, IGMP, RTCP, ICMP, 
DHCP, ARP, SOCKS, SSL/TLS*
（* ビデオエンコーダには、OpenSSL Toolkit で使用するための OpenSSL Project が開発したソフ トウェ

アが含まれています。 詳し くは、 www.openssl.org を参照して ください。）

インテリジェン ト ビデオ ビデオモーシ ョ ン検知

アラームイベン ト • FTP、 HTTP、 電子メールを利用した JPEG ファイルのアップロード

• HTTP、 TCP、 電子メールを利用したイベン ト通知

• プリセッ トポジシ ョ ンに移動

アラームバッファ 20MB （プリ / ポストアラーム）

システム要件 • OS* ： Windows Vista、 XP、 Server 2003
• ブラウザ * ： Internet Explorer 7.0 以上

• その他 ： DirectX 9c 互換グラフ ィ ッ クカード

（* 他の OS、 ブラウザの対応状況については Axis のホームページを参照して く ださい。

http://www.axiscom.co.jp/sup/video/technote/browsers.htm）

プロセッサ / メモリ ビデオ処理 / 圧縮 ： ARTPEC-3、 メモリ ： 64MB、 フラ ッシュ ： 128MB

電源 Power over Ethernet （IEEE 802.3af 準拠） ： Class 2

コネクタ • アナログコンポジッ ト ビデオ、 NTSC/PAL 自動認識

• イーサネッ ト コネクタ （RJ-45） ： 10BASE-T/100BASE-TX、 PoE 対応

• BNC コネクタ、 2.5mm Tele plug コネクタ

• RS-485/ RS-422 コネクタ

動作環境 • 温度 ： 0 ～ 50 ℃

• 湿度 ： 20 ～ 80% RH （結露不可）

認可 EN 55022 Class B, EN 61000-3-2, EN 61000-3-3, EN 55024, EN 61000-6-1, EN 61000-6-2,
FCC Part 15 Subpart B Class B, ICES-003 Class B, VCCI Class B, C-tick AS/NZS CISPR 22, EN
60950-1

寸法 高さ ： 30mm、 幅 ： 37mm、 奥行き ： 101mm

重量 82g

すべての仕様は予告なく変更されるこ とがあ り ます。
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適切なパフォーマンスを得るための注意点

システムをセッ ト アップする際に、 ビデオエンコーダの設定や設置条件がどのよ うにパフォーマンスに影響す
るかを検討するこ とが大切です。あるものは必要とする帯域 （ビッ ト レート ） に、またあるものはフレームレー
ト、 さ らに帯域幅とフレームレートの両方に影響するものがあ り ます。お使いのコンピュータの CPU の使用率

が最大にたっした場合は、 フレームレートに影響が及びます。

以下に、 最適なパフォーマンスを得るための検討事項を列挙します。

• 高い解像度、 および低い圧縮率を利用した設定は、 ファイルサイズの大きな画像を生成します。 これは、 帯
域幅に影響を与えます。

• 多くのクライアン トが Motion JPEG、 およびユニキャストの H.264 スト リームにアクセスする。 これは、帯域

幅に影響を与えます。

• 複数のクライアン トが異なるス ト リーム （解像度、 圧縮率など） を同時に閲覧する。 これは、 フレームレー
ト と帯域幅に影響を与えます。

• イベン ト を多用すると CPU に負荷がかかります。 これは、 フレームレートに影響を与えます。

• ネッ トワークの負荷が高い。 これは、 帯域幅に影響を与えます。

• お使いのコンピュータがシステム要件を満たしていない場合は、 最適なパフォーマンスが得られません。 こ
れは、 フレームレートに影響を与えます。

システムの最適化

ビデオエンコーダのビデオス ト リームが現在必要と している帯域幅とフレームレート を確認するこ とができま
す。 ビデオエンコーダは、 ビデオ画像上にこれらの情報を表示するよ う設定するこ とができます。

ビデオエンコーダの内部 Web ページにアクセスします。

［Setup］ - ［Video & Image］ の Text Overlay Settings 欄

の Include text オプシ ョ ンに、 フレームレート / 秒の平均

値を表示する場合は #r、帯域幅 （Kbps） の平均値を表示す

る場合は #b を入力してください。

重要！

• 表示される数値は、 ビデオエンコーダが画像を送信する時点での値です。帯域幅の制限など、他の制限が行わ
れている場合は、 実際にクライアン トが受け取っている値と異なる場合があります。

• Motion JPEG では、 フレームレートの制限が行われていない場合のみ正確な値が表示されます。
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